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１，問題と目的
　教員研修が都道府県など各採用母体で実施されてい
る。これは教職経験年数に応じた悉皆研修として段
階的に行われており，概ね１，５，10年目の３段階に
区分されている。このうち「10年経験者研修」を大学
との連携で行うことを推奨する行政指導（2002，文部
科学省）にともない，それまで行政サイドが中心に企
画していた研修プログラムに大学も参画できることと
なった。ただし，大学との連携は新構想教育大学（兵
庫・上越・鳴門教育大学）への修士課程への派遣研
修事業が1982年から始まっており現在でも続いてい
る。そこでは研修内容や効果において大学側の配慮や
工夫が不十分である傾向が否めないとの課題もある
（西，1994）。研修内容に関して大学と連携するには
次の2点が問題点として考えられる。①大学のもつ専
門性が行政サイドの期待する教職の専門性と一致する
とは限らない。②大学サイドが10年経験教員の力量を
把握せず，適切なプログラムを考案できるとは限らな
い（森，2004）。このことは教員養成に対する大学教
育への期待として次のような要請があることとも関連
する。免許取得に関して教職への理解を一層促すよう
なカリキュラム導入への要請がある。それは例えば，
総合演習，教職実践演習などの授業の必修化である。
また，採用前の教師教育を手がけてきた大学教育に採
用後も含めたプログラム開発要請の期待がある。例え
ば，教員研修の大学での実施はもとより，教員の免許
更新制の導入である。
　これまで大学における教師教育はどちらかというと
教育学など教員の総体的専門性を包含する学問領域と
教科の学問領域の指導を中核としてきた。それは一定
の成果があったものと考えるが，大学教員の専門性が
細分化・高度化するにつれ，今日求められる教職の専

門性と乖離してきた面もあると推察される。この問題
の解消に向かうために大学における教師教育と教員研
修に教師力量形成研究の成果を反映させることはでき
ないものか。教師力量形成研究では教師の職能発達を
経験年数の段階で表すステージモデルとして示してき
た。年次研修はその発達観と一致するので，この観点
をよりどころとしたい。
　Pickle は教師の職能発達について原理的に検討し，
就職前から就職後に至る成熟の発達的諸要因を「職務
行為次元」，「個人特性次元」，「内的思考次元」の３つ
の次元に区分して提示した（Pickle，1985）。そこで
は各次元について教師が発達する方向性が提示されて
いる。ステージモデルのうち教師の熟達を表すもの
をエキスパートモデルと言い，これは初級 ─ 熟達の
差異に着目し，教師発達を解明していこうという研
究的視点である。例えば教職経験に即した教授の力
量を初心者から熟練者までの５段階モデルで表したり
（Berliner，1988），熟練教師と初任教師を比較し，
教師の実践的思考様式を５つの特徴的な性格として報
告している（佐藤ら1990，1991）。若年教師と熟練教
師の差異の有無を問われれば，当然差異は有ると誰も
が予想できる。差異の有無でなく，質的な違いを調べ
たのだと主張できるが，その違いは暗黙的な能力の発
揮であると報告し曖昧性が残る。これとは別に，秋田
は生涯発達心理学の観点を参考に４つの教師発達モデ
ルのイメージを提起している（秋田，1999）。このう
ち「成長・熟達モデル」はステージモデルだが，「獲
得・喪失両義性モデル」「人生の危機的移行モデル」
「共同体への参加モデル」の３つは職能というより人
間的な，あるいは個人的な背景も含めたライフヒスト
リー研究の視点（グッドソン，2001）と関連する。そ
れでも，これらは教科の固有性を表すほどの領域的な
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区分を示し得ない。
　以上をふまえ，本稿では体育の10年経験者研修を受
講した教員を対象に，受講者から提出された「教科に
関する質問」を集約する。そこから10年次教員の研修
課題を検討することを目的とする。

２，方法
　愛知県で実施された10年経験者研修（体育）の受講
者が提出した「教科に関する質問」を集約する。対象
は平成17年度から19年度までの３年分の内容である。
受講者の合計は49人（愛知県小中学校教員10年経験
者），質問内容の合計数は134問である。内訳は以下の
通りである。

　平成17年度　質問数21（受講者数14人）
　平成18年度　質問数48（受講者数14人）
　平成19年度　質問数65（受講者数21人）

　これをPickleが区分した教師の職能発達の「職務行
為次元」に着目し，この観点で質問内容を文脈的に解
釈して分類する。この次元を選んだ理由は，「教科に
関する質問」の「教科」が授業実践として教師の職務
行為の中核をなすものと考えたからである。さらに，
他の次元のうち「個人特性次元」，「内的思考次元」は
教科固有の特徴を必ずしも表していないと判断し観点
にしないこととした。
　Pickle は「教師はそのキャリアにおいて，初期には
教室のしつけのための規範か方法を学ぶ必要があり，
発達ステージの後半ではカリキュラムの理論か学習の
理論を学ぶ必要がある。」と述べ，「職務行為次元」
を「技術的行為」，「科学的行為」，「哲学的行為」の３
つの行為に細分している。ここでの「技術的行為」は
教室のしつけのための規範か方法の指導になる。ま
た，「科学的行為」，「哲学的行為」はカリキュラム理
論，学習理論の適用である。本稿では「科学的行為」
を学習指導への学問的知見の具体的適用とし，また
「哲学的行為」を教科の理念や教育のための思索的判
断として区別することとした。
　以上のことから「教科に関する質問」を「技術
的」，「科学的」，「哲学的」の３つに分類し，その特徴
や内容から教員の研修課題を検討する。なお，分類に
際して次のような手続きをとった。
◦分類は筆者と体育科教育を専攻する大学院生の２名
で行い，不一致のケースが出た場合は協議して一致さ
せる。
◦一つの質問が複合的な意味で解釈される場合，該当
する区分が重複することもあると考える。
  なお，提出された質問の分類に対して研究上次のよ
うな限界があることをあらかじめ断っておく。一つ
は，質問が必ずしも受講生である教師が本当に知りた

いこととは限らない可能性がある。提出が義務づけら
れているので「取りあえず」提出した質問の可能性も
ある。二つ目は，質問の分類は文章化された内容に基
づいており，質問の隠れた意図までは知り得ないこ
と。三つ目は，すべて「哲学的」分類もできるという
こと。教師の行為はすべて観念的判断に基づいて行わ
れている可能性があるので，「哲学的」に一旦は含ま
れるが，文脈上中心的な意味として解釈することで区
分する。

３，結果と考察
　分類した結果，質問数はそれぞれ「技術的」59問，
「科学的」25問，「哲学的」64問となった。複合的な
質問もあるので総数は全質問数の134問を超える。以
下３つの区分で，具体的な質問内容を参考にしながら
10年次教員の研修課題について考察したい。（質問内
容は資料に掲載）

３-１，「技術的」課題
　「技術的」と区分された質問を概観すると，その内
容は①指導方法に関すること，②子どもへの対処，③
評価方法に大別される。
　①指導方法は，「効率的な授業運営の方法」，「技能
差がある場合の指導方法」，「学習カードや用具の活用
方法」などに関する質問である。効率的な授業運営は
授業におけるマネジメントの問題であり，10年経験者
教員には克服しておくべき課題だと考える。これは実
践における無駄を省くことであり効率改善の自己反省
をすれば可能であると考えられる。さらに，効率性の
高い実践を模倣することも有効であると考える。技能
差への対応は個別プログラムを用意することが考えら
れるが，それには技能差の段階に応じる方法・内容を
知っている必要がある。あるいは技能差を吸収する共
通の学習内容に取り組ませることが考えられる。共通
の学習内容とは基礎・基本のことである。これを一斉
指導で実施することが考えられるが基礎・基本の理解
が不十分な場合は困難になる。学習カードは時勢の指
導観の反映かも知れないが，その端緒は最近に始まっ
たのでなく昭和50年代からある。「どのように活用す
ればよいか。」，「有効な方法は。」などの質問は活用
経験の量的な不足から生じているものと推察される。
すなわち学習カードや用具に関する質問は，活用して
反省から改善に至る経験があれば，その答は生じるも
のと考える。
　以上のことから指導方法に関する質問から考えられ
る研修課題は自己反省と模倣である。すなわちそれは
「自らの実践を振り返ること」，「他の教師の実践を見
ること」になる。
　②子どもへの対処は，「見学者への対処」，「グルー
プ編成」などに関する質問である。見学者を授業場所
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に同席させ把握しておくならば，それは管理という意
味になる。授業運営の補助も単なるお手伝いならば管
理に近いが，補助により仲間の学習成果に影響がある
とすれば，それも学習活動の一つになると考える。補
助とは別の学習をするなら，学習課題を見学者に提示
しなければならない。そうなると「技術的」は「哲学
的・科学的」に区分されるかも知れない。すなわち
「見学とはいかなる学習か。」，「見学で学習する課題
は何か。」などを検討し，学習課題を用意しておくこ
とが必要になる。
　グループ編成は学習集団のマネジメントである。そ
れは運動種目や学習の目的に影響される。協調する種
目ならば親密な集団でよいが，競争目的ならば勝敗の
未確定性を保証する等質集団にする必要がある。教師
の判断で固定的グループを解体し，新たなグループ編
成から子どもの人間関係を拡大させたい場合，その説
得が必要になる。これには合理的な説明や教師-子ど
も関係の中で受容されることが求められる。
　以上，子どもへの対処に関する質問から考えられる
研修課題は，学習課題の検討と子どもに受容される指
導にある。それは「体育の内容を考えること」，「子ど
もとの関係をつくること」になる。
　③評価方法は，「成績処理」，「評価のための観察方
法」などに関する質問である。成績は評価結果を評定
化したものであるが，評定化するには評価基準が必要
である。各校でそれは作成済みと考えると，機能しな
い評価基準になっている可能性が考えられる。すなわ
ち形式的に整えただけか，あるいは活用されない評価
基準になっているかもしれない。また，定性的な評価
結果を定量的に転換する場合の処理手続きが定まって
いないこともあり得る。特に複数教師で共通理解を図
る場合，その機会をつくらないか時間がないことも考
えられる。
　評価のための観察のとき，授業者である教師は指導
者であると同時に観察者である。１人で複数の子ども
の学習状況を同時に見ることはできないので，評価ス
ケジュールが指導計画に含まれるているかが問われ
る。また教師は観察結果の記録者でもあり，記録に時
間と視点が奪われると指導も観察もできない。そのた
め記録方法の改善が必要になる。
　以上のことから評価方法に関する質問から考えられ
る研修課題は，評価基準の再考と評価手続きの協議で
ある。これは子どもへの指導とは別に「同僚と打ち合
わせること」になると考えられる。
　上記のような「技術的」質問の背景には何があるの
だろうか。
　教科を実践すること（授業）は，合目的行為なので
技術的実践としての課題意識を教師がもつことは必然
である。体育科という教科の固有性として運動学習が
中核にあり，座学とは異なって教室空間は拡大され，

子どもの統制が難しくなる。そのため授業運営の技術
と学習指導の技術は技術の両輪になる。これらは実践
経験を積むことによって効率改善の自己反省が可能で
ある。しかし，経験を能動的に活用できない教師には
その効果は期待できない。それが教師の向上心の欠如
によるものなのか，反省機会をもちにくい労働条件に
よるものなのかと二者択一で考えると，筆者は後者の
原因が大きいと判断する。様々な説明責任の要求によ
る書類作成や不条理な問題が生じる今日的教育環境の
もとでは，教師に熟考することを求めるのは酷であろ
う。加えて，事例の模倣から学ぼうとする場合，教師
間の同僚性の欠如も推察される。それは教職員の年齢
構成も原因の一つになろうが，それ以上に同僚の実践
を見る機会も減っているのではないかと考える。
　以上は教師を取り巻く環境的な背景の推察である
が，教師個人としての特徴にも問題が考えられる。例
えば，「具体的な方法を教えてほしい。」という直接
的回答を得たいという要望は，教師成長において主体
性なき態度の表れでもあり，必ずしも望ましいとは言
えない。答を探し求めて行動を起こさない教師には大
きな成長が望めないものと思う。また，安易な技術の
適用で取りあえず授業をこなすだけでは教科の教育と
しては不十分である。しかしながら，取りあえずこな
す授業でも職務遂行の責任は外見上果たしたことにな
る。この問題を克服するには教師の良心に頼るしかな
い。

３-２，「科学的」課題
　「科学的」質問のほとんどは各運動種目の技術指導
に関するものであり，他に準備運動や体力つくりに関
するものがある。質問にあった運動種目は，器械運
動，水泳，陸上競技そして球技である。
　この質問内容の多くは「できない子」への指導で成
果を上げること，短時間の中で成果を上げることであ
る。
　「できない子」の原因を本人のもつ身体能力に起因
させていると，授業という限られた時間内で成果を上
げることは難しい。特に筋力の不足や肥満を原因にす
れば，その改善には多大な時間を要する。したがっ
て，「できない子」への指導，短時間の指導で成果を
上げるには，指導方法に合理性・効率性を求める方が
よいと考える。効率性は「技術的」な授業運営で運動
の頻度を上げることと関係するが，合理性は学問的な
知見の中にある。
　教師の中に技術に関して完成型をお手本として紹介
することはできても，そこに至るための方法を紹介で
きない例を見る。教師の技術理解に「どうなっている
か」がわかっているとしても「どうすればよいか」が
わかっていないのである。あるいは一般的な方法を適
用したとしても，通常それは競技選手に適用する一般
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的な方法であり，子どもに適切とは限らないこともあ
る。また，指導するとは多くの場合，言語に偏りやす
く，抽象的な「説明，発問，助言」を子どもに与えて
も，具体的な「方法の提示，感覚的な合図」を用いた
指導ができないことも考えられる。また，子どもの動
きを個別に見ることができない可能性も考えられる。
その子が動きの習熟過程でどんな状況にあるのか，恐
怖心や運動経験の不足で十分な力が発揮できていない
のかなど，動きの質は子どもによって異なる。それを
完成型であるお手本と比較した「運動局面の欠点を指
摘する無理な指導」（太田，1995）になっていないか
検討する必要がある。
  以上のことから「科学的」質問から考えられる研修
課題は，技術指導に関する方法・知識の理解と方法論
の検討である。したがって現職教員にその方法・知識
を提示する必要がある。それはあくまでも科学的知見
であり，単なる経験論を提示するのではない。また科
学的と言っても必ずしも精密科学や実験施設を用意す
るものではない。実践に直結する知見で考えると，そ
の多くは運動学の領域になるかもしれない。
　上記のような「科学的」質問の背景には何があるの
だろうか。
　昨今の教育観からか「自ら学ぶ意欲」を引き出すた
めの実践をするには「指導より支援」が重要であり，
「教師は教えずに見守る必要がある。」などと，教育
の一手段である支援を「教えないこと」と曲解してい
るケースが考えられる。「学習理論」など「科学的」
知見をもっていて「教えない」ことと，それを知らな
いで「教えられない」ことは違う。まして，「教えな
いこと」が「自ら学ぶ意欲」を引き出せているかどう
か疑問である。また生涯学習理念に基づく現行の学習
指導要領の趣旨から「楽しい体育」の実現がある。こ
こでの楽しさは運動に対する欲求充足だが，それも雰
囲気などの表面的な「楽しさ」として誤解している教
師も多くいるのではないか。また技能向上には練習が
必要であり，古くから練習は「鍛錬，トレーニング」
などのイメージで負荷，持続，忍耐をともなうものと
の印象がある。それが「楽しい体育」にそぐわないと
遠ざけられていたのかも知れないが，合理的な練習は
必ずしも，負荷，持続，忍耐をともなうとも限らない。
多くの場合，忍耐は不合理な練習になると考える。

３-３，「哲学的」課題
　「哲学的」質問は64問あり，評価に関する質問が24
問と最も多かった。あとはカリキュラム編成の在り方
や体育の将来像など教科目標に関する内容と，男女共
習の考え方や運動制限のある子への指導など実践から
生じた判断を要する内容である。他に運動会や地域ス
ポーツクラブ，運動部活動の質問もあったが，これら
は本稿の対象外として扱わないこととする。

　評価に関する質問が多いのは，評価の観点が多義的
に解釈される点にある。評価の観点は学力観と一致す
る。学んだ結果が学力ならば，評価はその状況を見る
ものである。体育という教科の学力観や教科内容が教
師に明確になっていないと評価の観点も曖昧になる。
このことは，体育は何を学ぶ教科ということを改めて
問う必要性があるものと考える。
　カリキュラム編成の在り方や体育の将来像に関する
質問も体育の学力観と関係する。カリキュラム編成で
は「何を教えるのか，どこまで教えるのか。」などの
質問があり，教科の目標である学力が理解されていな
いものと推察される。これに相まって教科内容も編成
することは難しくなり，その状況では教師による主体
的なカリキュラム編成は望めない。それは，おそらく
定型化された事例の模倣になるか，過去の踏襲になる
であろう。それでも積極的にカリキュラムに関心が及
ぶ教師は体育の将来像に目を向ける。「次の指導要領
の改訂の要点は何か。」，「今後どんな点に留意して体
育を考えていくべきか。」という質問では積極的にカ
リキュラムを理解していこうとする態度がある。
　以上，評価やカリキュラム編成，体育の将来像に関
する質問から考えられる研修課題は熟考的協議や講義
である。それは子どもに対する指導とは違う。教師同
士の解釈を深める思索的な営みである。すなわち「考
え合うこと」になる。
　男女共習や運動制限のある子への指導など，実践か
ら生じた問題は即時的に答がでるものではない。これ
らが単に授業運営上の問題として克服されるなら，そ
れは「技術的」問題になる。熟考する間もなく実践は
迫られるので，授業を進めていかなければならない。
教師は当面の答を出すものの安易に納得できない。こ
のことも体育の学力観や教科内容を考えることと同じ
ではないかと思う。すなわち，男女で異なる学力があ
るのかどうか。ないと考えて，男女差を性差と見ず能
力差と考えるという一つの判断がある。あるいは運動
制限のある子は見学だけするかあるいは，特別支援学
級に行くべきか。これも能力差と考え条件を工夫しな
がら仲間と共に学ぶものなのかなど，これまでいくつ
かの判断がなされている。それらの判断は言い換えれ
ば，教科と子どもの関係を教師がどうするのかという
問題でもあり，それは授業計画や授業実践などの授業
を創案することに帰着する。日々授業を考え実践して
も判断しにくいのは，これも熟考する判断経験が乏し
いのではないかと考える。あるいは子どもの問題から
考えることなく，授業を教師側からの一方的な実践と
して行ってきたせいかもしれない。
　以上，男女共習や運動制限など実践上の問題から生
じた質問から考えられる研修課題は，やはり熟考的協
議や講義になろう。またその問題を共有し事例課題を
増やす必要が考えられる。

森：保健体育10年経験者研修の課題について
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  上記のような「哲学的」質問の背景には何があるの
だろうか。
　評価に関する問題は評価観の転換が考えられる。そ
れはまず学習指導要領改訂にともなう，いわゆる「４
観点」による評価に始まり(1989年），次いで現行の改
訂（1998年）にともなう，いわゆる「絶対評価」の
導入である。「４観点」には「関心・意欲・態度」や
「思考・判断」など子どもの内的な状況の観点があ
り，現象的な学習行動だけでは十分に把握しきれない
という難しさがある。これには行動観察や子どもの作
成したポートフォリオ（学習カードなど）から読みと
ろうとする教師が多い。観察や読みとりに完全なる客
観性はなく，教師の主観的な判断を払拭することはで
きない。そのため，測定的評価観を解釈的評価観に転
換する必要があると考えられるのであるが，説明責任
が求められる教師には客観的根拠をもっている必要が
生じるのである。
  教科目標や教科内容に関する問題は，単に熟考的に
なれる時間が与えられれば済むのであろうか。教科の
実践を職務の遂行と考えれば技術的合理性で解決でき
るが，教育的な営みと考えると人間の複雑性ゆえに解
決不可能なこともあり得る。そのため，消極的には問
題からの逃避や妥協という対処があり，積極的には解
決し続けるという対処が考えられる。

４，まとめ
　今回考えた研修課題は以下のようにまとめられる。
　実践の自己反省，模倣，教科内容・教科目標の検討，
子どもと教科の関係の検討であり，大別すると「実践
を振り返ること」と「実践を考えること」になる。
　「実践を振り返ること」は日常的にも，教育現場だ
けでもできるかもしれない。そこに大学の知を利用す
るなら，授業の分析的な視点を導入し振り返る観点の
枠組みを設定することである。それにより経験による
主観的な反省が自己を対象化する客観的な反省に変わ
るものと考える。
　 「実践を考えること」も日常的にも，教育現場だけ
でもできるかもしれないが，昨今の教師の多忙さを考
慮すると，研修という特設の機会が必要である。時間
はそれだけで確保できるが，大学の知を導入するとす
れば，熟考する課題をカリキュラム理論などの専門的
な枠組みに定位できる。そうなると一定の根拠をもつ
論理的な判断が助長され，曖昧さは払拭されるものと
思う。
　昨今，「教師力」，「授業力」など教師の指導力向上
を意味する言葉が用いられ，セミナーなどと称する講
習機会がある。これらの多くは実践の「技術的」問題
解決に偏っている感がある。子どもに対する「技術
的」な問題解決は教師の効力感を満足させるものの，
教育対象（子ども）への道具的操作を助長し，子ども

を没人格的存在として認識する可能性がある。した
がって，「技術的」に傾注した研修には教育者として
警鐘を鳴らさねばならないと考える。そこには「哲学
的」判断が必要である。
 また，「科学的」合理性は教師が学ぶことで向上でき
るものの，科学的知見の多くは大学で学ぶ。しかし学
生にとって現実的な課題は目の前になく，受講の際の
問題意識は低い。また指導経験がないと授業における
子どもの実態と結びつけることはできない。それを教
育実習の短期間で行うのは容易ではない。そのため大
学教育に「実践的」と称して学校現場に出向く教育機
会を求めるが，それをむやみに増やすことに筆者は反
対である。学校現場に行けば子どもの実態と大学の指
導内容は結びつくと考えるが，結局はそこでも学生に
現実の問題意識がなければ効果は期待できない。そこ
で大学教育を見直す必要がある。それは大学教員が現
実的問題意識と指導内容を結びつけて学生指導するこ
とである。これは大学教員の研修課題になると自覚し
ていきたい。
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６，資料
　資料　質問内容と分類結果

森：保健体育10年経験者研修の課題について

№ 質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問 分類

1
とくに個人技能を高めるような運動（器械運動や陸上運動���な�����������分�能�に���技やめ��を���������る�������な�����������分�能�に���技やめ��を���������る������な�����������分�能�に���技やめ��を���������る������分�能�に���技やめ��を���������る�����分�能�に���技やめ��を���������る���������
に�「６年生ならばここま���きるように����」と�う教師�思���り�技能�����������に�����る�を������る����技能�����������に�����る�を������る���技能�����������に�����る�を������る���
状��る。こ�ようなギャップを��ように考え�らよ���。

哲学的

2 �本的な���流れ 技術的

3 ����につ�� 哲学的

4 学習カード�作り方と使�方 技術的

5 「関心・意欲・態度」「思考・判断」���を��ようにつければよ��。（��を�うすればよ��� 哲学的

6 �きな�児童に対����こま���すればよ��。（�������すればよ��。���こま���すればよ��。（�������すればよ��。��こま���すればよ��。（�������すればよ��。� 哲学的

7 小学校高学年������技能���きくなり�とくに�ッカーや���ッ��ー�な���技��������に�ー�を�う����くなる。高�技����技能���きくなり�とくに�ッカーや���ッ��ー�な���技��������に�ー�を�う����くなる。高�技���技能���きくなり�とくに�ッカーや���ッ��ー�な���技��������に�ー�を�う����くなる。高�技�とくに�ッカーや���ッ��ー�な���技��������に�ー�を�う����くなる。高�技とくに�ッカーや���ッ��ー�な���技��������に�ー�を�う����くなる。高�技������に�ー�を�う����くなる。高�技�����に�ー�を�う����くなる。高�技
能を持つ者も低�者も��度な運動�を����ともに����く��を��する�めに���なことに�意����を������けばよ��。��度な運動�を����ともに����く��を��する�めに���なことに�意����を������けばよ��。�度な運動�を����ともに����く��を��する�めに���なことに�意����を������けばよ��。�ともに����く��を��する�めに���なことに�意����を������けばよ��。ともに����く��を��する�めに���なことに�意����を������けばよ��。���なことに�意����を������けばよ��。��なことに�意����を������けばよ��。 技術的

8

�備運動につ��
体育����始まり�欠��な����備運動��る。��������備運動と�えば������に始まり�������ば����な���ー������備運動と�えば������に始まり�������ば����な���ー�����備運動と�えば������に始まり�������ば����な���ー�������に始まり�������ば����な���ー������に始まり�������ば����な���ー��������ば����な���ー�������ば����な���ー����な���ー���な���ー�
ドック�なタイプを�だひ�すら慣例�ように繰り返���るだけ��る。本当にこれ����だろう�と�う疑問�わき起こ��くる。身体�特性を考
え���な�備運動を考�すれば���だ���備運動に��ッ�を当�������例����。学校�生�����体育���������的に�����な�備運動を考�すれば���だ���備運動に��ッ�を当�������例����。学校�生�����体育���������的に����な�備運動を考�すれば���だ���備運動に��ッ�を当�������例����。学校�生�����体育���������的に����備運動に��ッ�を当�������例����。学校�生�����体育���������的に���備運動に��ッ�を当�������例����。学校�生�����体育���������的に���体育���������的に��体育���������的に��
間にわ�������まま�状態��る。�れ��体育���になると�に身体を動�すことになる。教����によ��運動�度に������るに�����まま�状態��る。�れ��体育���になると�に身体を動�すことになる。教����によ��運動�度に������るに����まま�状態��る。�れ��体育���になると�に身体を動�すことになる。教����によ��運動�度に������るに��体育���になると�に身体を動�すことになる。教����によ��運動�度に������るに�体育���になると�に身体を動�すことになる。教����によ��運動�度に������るに�
よ���れに��も身体に対���なり�����ること���に�も��に���きる����る。本校�体育��備運動を考え�も�状���と�も���れに��も身体に対���なり�����ること���に�も��に���きる����る。本校�体育��備運動を考え�も�状���と�も��れに��も身体に対���なり�����ること���に�も��に���きる����る。本校�体育��備運動を考え�も�状���と�も��に�も��に���きる����る。本校�体育��備運動を考え�も�状���と�も�に�も��に���きる����る。本校�体育��備運動を考え�も�状���と�も�と�もと�も
十分なも�と��えな�。�こ��身体�に����よりも�らに運動する状態にも���きやす��備運動と���を�り��と思���る。�身体�に����よりも�らに運動する状態にも���きやす��備運動と���を�り��と思���る。身体�に����よりも�らに運動する状態にも���きやす��備運動と���を�り��と思���る。

科学的

9

魅��る�����づくりに���なも���る�。
年々（特に���を�心に�学者��え��るような��する。����も�も��な生���え����な��。���間����も����に�ると（特に���を�心に�学者��え��るような��する。����も�も��な生���え����な��。���間����も����に�ると特に���を�心に�学者��え��るような��する。����も�も��な生���え����な��。���間����も����に�ると
思う。�年��学�年生�「��ク��イ�ド�イ���」を�り�れ���。��ープに分け意欲的に�り��始め�。学校を����������な��学�年生�「��ク��イ�ド�イ���」を�り�れ���。��ープに分け意欲的に�り��始め�。学校を����������な�学�年生�「��ク��イ�ド�イ���」を�り�れ���。��ープに分け意欲的に�り��始め�。学校を����������な�年生�「��ク��イ�ド�イ���」を�り�れ���。��ープに分け意欲的に�り��始め�。学校を����������な年生�「��ク��イ�ド�イ���」を�り�れ���。��ープに分け意欲的に�り��始め�。学校を����������な
�も���的に�����る。ク�ー�や���も「��ク�」��に�り�れ�教え��も生まれ��る。こ�ように��学者も�なくなるような�魅���的に�����る。ク�ー�や���も「��ク�」��に�り�れ�教え��も生まれ��る。こ�ように��学者も�なくなるような�魅��的に�����る。ク�ー�や���も「��ク�」��に�り�れ�教え��も生まれ��る。こ�ように��学者も�なくなるような�魅�教え��も生まれ��る。こ�ように��学者も�なくなるような�魅教え��も生まれ��る。こ�ように��学者も�なくなるような�魅��学者も�なくなるような�魅�学者も�なくなるような�魅�魅魅
�的な�����に����なも���る�。���なも���る�。��なも���る�。

哲学的

10
��������につ����学年��（100人�を�度に���る。����学習に�ようと�上�な生�と��な生����に分�れ��質���ー�������につ����学年��（100人�を�度に���る。����学習に�ようと�上�な生�と��な生����に分�れ��質���ー������につ����学年��（100人�を�度に���る。����学習に�ようと�上�な生�と��な生����に分�れ��質���ー（100人�を�度に���る。����学習に�ようと�上�な生�と��な生����に分�れ��質���ー100人�を�度に���る。����学習に�ようと�上�な生�と��な生����に分�れ��質���ー�上�な生�と��な生����に分�れ��質���ー上�な生�と��な生����に分�れ��質���ー
プを作り���ープ���習��を���教え��を�と����を����る。�1だと�な�な�うまく上�な生����な�生�に教えること�����ープ���習��を���教え��を�と����を����る。�1だと�な�な�うまく上�な生����な�生�に教えること����ープ���習��を���教え��を�と����を����る。�1だと�な�な�うまく上�な生����な�生�に教えること���教え��を�と����を����る。�1だと�な�な�うまく上�な生����な�生�に教えること��教え��を�と����を����る。�1だと�な�な�うまく上�な生����な�生�に教えること���な�な�うまく上�な生����な�生�に教えること��な�な�うまく上�な生����な�生�に教えること��
きな�������方���る�。�����方���る�。����方���る�。

技術的

11
�技���につ������技に���も�質��ープを作り���ープ���習��を����ー�����を���な�ら�間と��わ���く����技に���も�質��ープを作り���ープ���習��を����ー�����を���な�ら�間と��わ���く���技に���も�質��ープを作り���ープ���習��を����ー�����を���な�ら�間と��わ���く�����ープ���習��を����ー�����を���な�ら�間と��わ���く����ープ���習��を����ー�����を���な�ら�間と��わ���く����ー�����を���な�ら�間と��わ���く���ー�����を���な�ら�間と��わ���く��
を���る。�ー�����わり�������や�ま���やす��だ����を�め���体����わり��をもつこと�な�な����。�体を���や�ま���やす��だ����を�め���体����わり��をもつこと�な�な����。�体を��や�ま���やす��だ����を�め���体����わり��をもつこと�な�な����。�体を���を�め���体����わり��をもつこと�な�な����。�体を��を�め���体����わり��をもつこと�な�な����。�体を��体����わり��をもつこと�な�な����。�体を�体����わり��をもつこと�な�な����。�体を
�め��意���る関わり��を����だ����な方���る��。�意���る関わり��を����だ����な方���る��。意���る関わり��を����だ����な方���る��。���な方���る��。��な方���る��。

科学的
　　　
哲学的

12 器械運動�補��仕方��うすれば���。 科学的

13 �技�効果的な��ープ分け�方�。 技術的

14 �学者�扱�を�うすれば���。 技術的

15
�々（��や�����「�����る���な���」と疑われる�学者����になります。��ように対���らよ�����う�������生（��や�����「�����る���な���」と疑われる�学者����になります。��ように対���らよ�����う�������生��や�����「�����る���な���」と疑われる�学者����になります。��ように対���らよ�����う�������生�生生
理��め�度もプー�に�ら�に終わ���まう�も出�き�う�す。夏��に補習をする予��す���れ�も�れな�（�らな��������を���れ�も�れな�（�らな��������を��れ�も�れな�（�らな��������を�（�らな��������を��らな��������を����を���を�
�ようにすればよ�����う��

哲学的

16 ドクター��ップ��体育�����る���ます����を�うすれば�����う���体育�����る���ます����を�うすれば�����う��体育�����る���ます����を�うすれば�����う�����を�うすれば�����う����を�うすれば�����う�� 哲学的

17 後方��回転（�わゆる�ク転�を身につけ��る�め����過程������補��仕方な�効果的な��につ���り��。������補��仕方な�効果的な��につ���り��。�����補��仕方な�効果的な��につ���り��。�補��仕方な�効果的な��につ���り��。補��仕方な�効果的な��につ���り��。 科学的

18 学習カード�効果的な活用方�（�を���る���つ���る�����る分��カード����につ���り��。（�を���る���つ���る�����る分��カード����につ���り��。�を���る���つ���る�����る分��カード����につ���り��。��つ���る�����る分��カード����につ���り��。�つ���る�����る分��カード����につ���り��。����る分��カード����につ���り��。���る分��カード����につ���り��。�カード����につ���り��。カード����につ���り��。�につ���り��。につ���り��。 技術的

19 �学�年生��め���を教�と��扱うときに�身につけ��る技���な技�よ��。�����体�と��出����け��め���方�めをや��年生��め���を教�と��扱うときに�身につけ��る技���な技�よ��。�����体�と��出����け��め���方�めをや�年生��め���を教�と��扱うときに�身につけ��る技���な技�よ��。�����体�と��出����け��め���方�めをや��身につけ��る技���な技�よ��。�����体�と��出����け��め���方�めをや�身につけ��る技���な技�よ��。�����体�と��出����け��め���方�めをや��体�と��出����け��め���方�めをや�体�と��出����け��め���方�めをや��出����け��め���方�めをや�出����け��め���方�めをや��け��め���方�めをや�け��め���方�めをや����方�めをや���方�めをや�
��ます。 技術的

20 陸上������タイ��ライ��をするときに��学年��る��と�����程度��当な��。����年生��1500���1000���年����学年��る��と�����程度��当な��。����年生��1500���1000���年���学年��る��と�����程度��当な��。����年生��1500���1000���年���年生��1500���1000���年��年生��1500���1000���年����年��年��
2000����2000���年��3000����2000��や���ます。���2000���年��3000����2000��や���ます。��2000���年��3000����2000��や���ます。��年��3000����2000��や���ます。年��3000����2000��や���ます。���2000��や���ます。��2000��や���ます。 科学的

21
�備運動につ��
ウォー��ップと���ッ�と併��短�間（�分���きるも���������生��当��も��に���き�生���も��に�り�めるも�と（�分���きるも���������生��当��も��に���き�生���も��に�り�めるも�と分���きるも���������生��当��も��に���き�生���も��に�り�めるも�と���きるも���������生��当��も��に���き�生���も��に�り�めるも�と��きるも���������生��当��も��に���き�生���も��に�り�めるも�と��������生��当��も��に���き�生���も��に�り�めるも�と�������生��当��も��に���き�生���も��に�り�めるも�と����生��当��も��に���き�生���も��に�り�めるも�と���生��当��も��に���き�生���も��に�り�めるも�と�生���も��に�り�めるも�と生���も��に�り�めるも�と
�う��につ��欠くこと��きな���と��考えられる。これら4つ���を��す�備運動��れば�り��と�く思���る。��につ��欠くこと��きな���と��考えられる。これら4つ���を��す�備運動��れば�り��と�く思���る。�につ��欠くこと��きな���と��考えられる。これら4つ���を��す�備運動��れば�り��と�く思���る。

技術的

22 体カ低��叫ばれ��る���間�ら学校体育に�められ��るも����。��間�ら学校体育に�められ��るも����。�間�ら学校体育に�められ��るも����。 哲学的

23 �られ��（ゴー�・マッ�な������に生��運動�を����る�。���に生��運動�を����る�。��に生��運動�を����る�。 技術的

24 学習カード��れくら�使用���ます��ま���れくら���間を��に使�ます����れくら���間を��に使�ます���れくら���間を��に使�ます�� 技術的

25 なぜ体育��間������ま����。（�育・�育・体育��本�と�われ�������育。�ように身体に関する��な考えも出�き��る�なぜ（�育・�育・体育��本�と�われ�������育。�ように身体に関する��な考えも出�き��る�なぜ�育・�育・体育��本�と�われ�������育。�ように身体に関する��な考えも出�き��る�なぜ�������育。�ように身体に関する��な考えも出�き��る�なぜ������育。�ように身体に関する��な考えも出�き��る�なぜ
な���� 哲学的

26
���も�なく�な�な�技能�������き�に����る。な�と�技能を������き��と考え��る。����技能ば�りにこだわりす��な�な�技能�������き�に����る。な�と�技能を������き��と考え��る。����技能ば�りにこだわりす�な�な�技能�������き�に����る。な�と�技能を������き��と考え��る。����技能ば�りにこだわりす��技能ば�りにこだわりす�技能ば�りにこだわりす�
�よ��だろう�。他にも�体と�����伝えること��る���な��と考える。こ��元��これだけ�絶対に�きるように��ると�う�低�こ
こま���きるようにな��ほ��と�う��目標を持つこと�必�な�だろう�。ま���こま��れにこだわればよ��だろう�。��こま��れにこだわればよ��だろう�。�こま��れにこだわればよ��だろう�。

科学的
哲学的

27

�学校��体���を��するに�����生�ひとりひとり�能�����に�き�ことに�����る。�活動������目を����る生��ら�生�ひとりひとり�能�����に�き�ことに�����る。�活動������目を����る生��ら生�ひとりひとり�能�����に�き�ことに�����る。�活動������目を����る生��ら
運動�����本的な技能もまだ身につ���な�生�ま�同じ�団に�る。��に�きな能����る。運動能��高�生��発�的な��に�り��
思��きり活動を���と思���る。������意�を����る生���本�身につ���な����ま���本技能��習�必���る。こ�よ���意�を����る生���本�身につ���な����ま���本技能��習�必���る。こ�よ��意�を����る生���本�身につ���な����ま���本技能��習�必���る。こ�よ�ま���本技能��習�必���る。こ�よま���本技能��習�必���る。こ�よ
うな���ひとりひとり��分���を持���り��こと��き����目�特性を�じ���く活動�きる��を����き��。���め���方�ひとりひとり��分���を持���り��こと��き����目�特性を�じ���く活動�きる��を����き��。���め���方ひとりひとり��分���を持���り��こと��き����目�特性を�じ���く活動�きる��を����き��。���め���方����目�特性を�じ���く活動�きる��を����き��。���め���方���目�特性を�じ���く活動�きる��を����き��。���め���方���く活動�きる��を����き��。���め���方��く活動�きる��を����き��。���め���方
�や�意�な���体���を��������くに�����必�なことを教え���だき��。��体���を��������くに�����必�なことを教え���だき��。�体���を��������くに�����必�なことを教え���だき��。������くに�����必�なことを教え���だき��。�����くに�����必�なことを教え���だき��。�必�なことを教え���だき��。必�なことを教え���だき��。

技術的

28 �健体育���を�う��個人�能��を考��なければならな�。�意な生�も��な生�も�に���・���を�わうこと��きる��につ����個人�能��を考��なければならな�。�意な生�も��な生�も�に���・���を�わうこと��きる��につ���個人�能��を考��なければならな�。�意な生�も��な生�も�に���・���を�わうこと��きる��につ���
具体的な方策。 技術的

29
�ろ�ろな�����イディ�教具を教え�くだ���　�　　
◦予算�関係上�器具�������り��くな���りする����ります。���め��作り�教具を使����を�うこと��ります。�作り�用�器具�������り��くな���りする����ります。���め��作り�教具を使����を�うこと��ります。�作り�用器具�������り��くな���りする����ります。���め��作り�教具を使����を�うこと��ります。�作り�用��くな���りする����ります。���め��作り�教具を使����を�うこと��ります。�作り�用�くな���りする����ります。���め��作り�教具を使����を�うこと��ります。�作り�用��作り�教具を使����を�うこと��ります。�作り�用�作り�教具を使����を�うこと��ります。�作り�用
意�きる代表的な�イディ�教具を教え�くだ��。

技術的

30
��ープ編�を�う��同じ�ら��能カになるように��ープ編�を�う��と�能��に��ープ編�を�う����ると思�ます����ような��同じ�ら��能カになるように��ープ編�を�う��と�能��に��ープ編�を�う����ると思�ます����ような�同じ�ら��能カになるように��ープ編�を�う��と�能��に��ープ編�を�う����ると思�ます����ような��能��に��ープ編�を�う����ると思�ます����ような�能��に��ープ編�を�う����ると思�ます����ような����ような���ような�
�に��ような方���う��よ��教え�くだ��。ま��教師��う��と児童（生����う����ると思�ます��意する���れば教え�く�教師��う��と児童（生����う����ると思�ます��意する���れば教え�く教師��う��と児童（生����う����ると思�ます��意する���れば教え�く（生����う����ると思�ます��意する���れば教え�く生����う����ると思�ます��意する���れば教え�く���う����ると思�ます��意する���れば教え�く��う����ると思�ます��意する���れば教え�く
だ��。

技術的

31 �ー�や��ープを編�する����目によ����ような編��仕方をするとよ���教え�くだ���ま��うまく��な��ー�や��ープに対す��目によ����ような編��仕方をするとよ���教え�くだ���ま��うまく��な��ー�や��ープに対す�目によ����ような編��仕方をするとよ���教え�くだ���ま��うまく��な��ー�や��ープに対す�教え�くだ���ま��うまく��な��ー�や��ープに対す教え�くだ���ま��うまく��な��ー�や��ープに対す�ま��うまく��な��ー�や��ープに対すま��うまく��な��ー�や��ープに対す�うまく��な��ー�や��ープに対すうまく��な��ー�や��ープに対す
る支援��り方���考になるような例����ら教え�くだ��。��考になるような例����ら教え�くだ��。�考になるような例����ら教え�くだ��。 技術的

32 活動�活発になる��ーピ���仕方。 技術的

33 生��動きを���りと�れ��な����け�人を出���ま���る��体育���目���を�やす�も���意す�きタイ���を教え���だ�け�人を出���ま���る��体育���目���を�やす�も���意す�きタイ���を教え���だけ�人を出���ま���る��体育���目���を�やす�も���意す�きタイ���を教え���だ�体育���目���を�やす�も���意す�きタイ���を教え���だ体育���目���を�やす�も���意す�きタイ���を教え���だ��意す�きタイ���を教え���だ�意す�きタイ���を教え���だ
き��。��や病��体育���を��的又���く�けられな�生��対�を�うす�き�教え���だき��。��く�けられな�生��対�を�うす�き�教え���だき��。�く�けられな�生��対�を�うす�き�教え���だき��。

技術的
哲学的
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34 体育�学習�に�ける健康観察と���範囲ま��うも��。 技術的

35

コ�ピュ－タを活用��体育������例を教え�くだ����
◦�分�器械運動����も�技�イ�ー�や�習方�をコ�ピュータ��������こと��ります。�������� ���� な�を�備���校���技�イ�ー�や�習方�をコ�ピュータ��������こと��ります。�������� ���� な�を�備���校��技�イ�ー�や�習方�をコ�ピュータ��������こと��ります。�������� ���� な�を�備���校������こと��ります。�������� ���� な�を�備���校�����こと��ります。�������� ���� な�を�備���校������ ���� な�を�備���校����� ���� な�を�備���校���校��校��
�こ�もイ�ターネッ�と接続�きる学校も�ると思�ます。コ�ピュータを使うこと�す��よ�こと��な�と思�ます���れ�����れ��教��れ�����れ��教�れ�����れ��教�教教
え�ほ���す。

技術的

36

�ラ�ド�備や体育館�補修�仕方な���備�������につ�������きる��な��。��������生���������。�ま�����備�������につ�������きる��な��。��������生���������。�ま����備�������につ�������きる��な��。��������生���������。�ま����生���������。�ま���生���������。�ま���
�体育教師�配置�れ������後���配置になる学校も�え�くること�予��れる。これま����や��教師�ら��ド�イ�を�け��備���後���配置になる学校も�え�くること�予��れる。これま����や��教師�ら��ド�イ�を�け��備��後���配置になる学校も�え�くること�予��れる。これま����や��教師�ら��ド�イ�を�け��備����配置になる学校も�え�くること�予��れる。これま����や��教師�ら��ド�イ�を�け��備���配置になる学校も�え�くること�予��れる。これま����や��教師�ら��ド�イ�を�け��備���備��備�
������を���き���より効�的な方�や�備��ウ�ウ����必�にな��くると思う。ま��������る�備�仕方や�備に用�る��より効�的な方�や�備��ウ�ウ����必�にな��くると思う。ま��������る�備�仕方や�備に用�る�より効�的な方�や�備��ウ�ウ����必�にな��くると思う。ま��������る�備�仕方や�備に用�る��������る�備�仕方や�備に用�る�������る�備�仕方や�備に用�る�
具よりもより効�的な方�を�る機会��れ����とも�修を����（教えを�����と考える。���とも�修を����（教えを�����と考える。��とも�修を����（教えを�����と考える。（教えを�����と考える。教えを�����と考える。�と考える。と考える。

技術的

37
�央教育審議会「健や�な体を育�教育��り方に関する専門�会」������体育��り方�審議�れ��間���発表�れ�。す�����も������体育��り方�審議�れ��間���発表�れ�。す�����も�����体育��り方�審議�れ��間���発表�れ�。す�����も����間���発表�れ�。す�����も���間���発表�れ�。す�����も��
に必�なも�」「す�����も���身につけられること」��調�れ���なぜ�。ま��これ�ら�体育�学習��こ���マ�を�う考え����これ�ら�体育�学習��こ���マ�を�う考え���これ�ら�体育�学習��こ���マ�を�う考え����こ���マ�を�う考え���こ���マ�を�う考え���
なく���けな��。

哲学的

38

次����領改訂����健体育に��わる�����ように改訂�れると予��れます����健体育に��わる�����ように改訂�れると予��れます���健体育に��わる�����ように改訂�れると予��れます���
◦文�科学省�HPな�を���ると������体�低���きくク�ー��ップ�れ��る�め��「身体能�」と�う��をよく目に�ます。���������体�低���きくク�ー��ップ�れ��る�め��「身体能�」と�う��をよく目に�ます。��������体�低���きくク�ー��ップ�れ��る�め��「身体能�」と�う��をよく目に�ます。����「身体能�」と�う��をよく目に�ます。���「身体能�」と�う��をよく目に�ます。���
��ら�「���体育」�ら「体��上���体育」�と�わ���く���と�う�も�に�ます。��わ�る範囲�体育���方�を教え�ほ����「���体育」�ら「体��上���体育」�と�わ���く���と�う�も�に�ます。��わ�る範囲�体育���方�を教え�ほ���「���体育」�ら「体��上���体育」�と�わ���く���と�う�も�に�ます。��わ�る範囲�体育���方�を教え�ほ���
す。

哲学的

39

���体育��間��年間90�間（�2�5�間�35����われ��ます。本校�����的な�間を活用�����間��間�を�����を�����体育��間��年間90�間（�2�5�間�35����われ��ます。本校�����的な�間を活用�����間��間�を�����を����体育��間��年間90�間（�2�5�間�35����われ��ます。本校�����的な�間を活用�����間��間�を�����を����（�2�5�間�35����われ��ます。本校�����的な�間を活用�����間��間�を�����を�����2�5�間�35����われ��ます。本校�����的な�間を活用�����間��間�を�����を�������われ��ます。本校�����的な�間を活用�����間��間�を�����を������われ��ます。本校�����的な�間を活用�����間��間�を�����を�������的な�間を活用�����間��間�を�����を������的な�間を活用�����間��間�を�����を������間��間�を�����を�����間��間�を�����を����
ます（�����な���間���られ90�間�ら�になります�。�に����を�め��3�間にな��り���間にな��り���る学校も�ると�（�����な���間���られ90�間�ら�になります�。�に����を�め��3�間にな��り���間にな��り���る学校も�ると������な���間���られ90�間�ら�になります�。�に����を�め��3�間にな��り���間にな��り���る学校も�ると����な���間���られ90�間�ら�になります�。�に����を�め��3�間にな��り���間にな��り���る学校も�ると���な���間���られ90�間�ら�になります�。�に����を�め��3�間にな��り���間にな��り���る学校も�ると��。�に����を�め��3�間にな��り���間にな��り���る学校も�ると�。�に����を�め��3�間にな��り���間にな��り���る学校も�ると����を�め��3�間にな��り���間にな��り���る学校も�ると���を�め��3�間にな��り���間にな��り���る学校も�ると����間にな��り���る学校も�ると��間にな��り���る学校も�ると�
���ます。����������体�や運動能カ���により�文�科学省��体育�����間�につ����す方�に�ると�う�も���こと�������体�や運動能カ���により�文�科学省��体育�����間�につ����す方�に�ると�う�も���こと������体�や運動能カ���により�文�科学省��体育�����間�につ����す方�に�ると�う�も���こと��文�科学省��体育�����間�につ����す方�に�ると�う�も���こと�文�科学省��体育�����間�につ����す方�に�ると�う�も���こと�
�ります。���これ�ら�体育��うな���く����う�。�これ�ら�体育��うな���く����う�。これ�ら�体育��うな���く����う�。

哲学的

40

��ーツ����東京�リ�ピック�催�より始ま��も�だと����ます。�����ー����をやること���も���体���上に��������ー����をやること���も���体���上に�������ー����をやること���も���体���上に�����
る�疑問�す。普段�ら十分に�習を���な���を���ーツ�����を�け��り����ます����に��な意���る�����なことに���ーツ�����を�け��り����ます����に��な意���る�����なことに��ーツ�����を�け��り����ます����に��な意���る�����なことに��り����ます����に��な意���る�����なことに�り����ます����に��な意���る�����なことに���に��な意���る�����なことに��に��な意���る�����なことに���なことに��なことに
生��れ��る�を�り��と思�ます。��ーツ����愛�県�他に��県��き��と�り����ら��や���な�県も�るように����ま�や���な�県も�るように����まや���な�県も�るように����ま
す。��ーツ����意義を教え�くだ��。

哲学的

41
��リカやヨ－�ッパな�������健体育���例につ��教え�くだ���　◦���学������生���学校を�問���学���る��リ������健体育���例につ��教え�くだ���　◦���学������生���学校を�問���学���る��リ�����健体育���例につ��教え�くだ���　◦���学������生���学校を�問���学���る��リ�　◦���学������生���学校を�問���学���る��リ　◦���学������生���学校を�問���学���る��リ��学校を�問���学���る��リ�学校を�問���学���る��リ��学���る��リ�学���る��リ
カ��を����くれ����学��高校��体育����回ウ�イ���ー���ば�りや����と�う�を�きま��。������すばら��と��学��高校��体育����回ウ�イ���ー���ば�りや����と�う�を�きま��。������すばら��と�学��高校��体育����回ウ�イ���ー���ば�りや����と�う�を�きま��。������すばら��と��回ウ�イ���ー���ば�りや����と�う�を�きま��。������すばら��と�回ウ�イ���ー���ば�りや����と�う�を�きま��。������すばら��と
�うわけ��な����後���に���となる����る�も�れな�と思���ます。代表的な��を教え�ほ���す。��後���に���となる����る�も�れな�と思���ます。代表的な��を教え�ほ���す。�後���に���となる����る�も�れな�と思���ます。代表的な��を教え�ほ���す。

哲学的

42 生涯��ーツにつな���く為に�体育�����運動する���や��する�������に��を学ば�る必���る��。�体育�����運動する���や��する�������に��を学ば�る必���る��。体育�����運動する���や��する�������に��を学ば�る必���る��。��を学ば�る必���る��。�を学ば�る必���る��。 哲学的

43

���習����態��モ�ベー�ョ��高め方に���なも���る�。生涯体育��唱�れ�久��。��ディ�ャップ精神や�互��違�を理��
���を����くこと���性�理����るつもり��る。�����状���を�り返ると����習��われる���態�方�����習��れ��状���を�り返ると����習��われる���態�方�����習��れ�状���を�り返ると����習��われる���態�方�����習��れ����習��われる���態�方�����習��れ���習��われる���態�方�����習��れ����習��れ���習��れ
よりも技能��上�効�的����り��り������目���りする。���習������思��り体を動������生��欲�を十分��すこ��り������目���りする。���習������思��り体を動������生��欲�を十分��すこ�り������目���りする。���習������思��り体を動������生��欲�を十分��すこ�思��り体を動������生��欲�を十分��すこ思��り体を動������生��欲�を十分��すこ
と��きな���り���生�だけ��ー������生�����や�����る��生��動き����心を���り���モ�ベー�ョ��高まら���生�だけ��ー������生�����や�����る��生��動き����心を���り���モ�ベー�ョ��高まら��生�だけ��ー������生�����や�����る��生��動き����心を���り���モ�ベー�ョ��高まら�����る��生��動き����心を���り���モ�ベー�ョ��高まら����る��生��動き����心を���り���モ�ベー�ョ��高まら�モ�ベー�ョ��高まらモ�ベー�ョ��高まら
な�こと��る。ま���性�目を�にする���も�り�動き��くな���まう生�も�られる。��生�にと��も���を�られる体育������性�目を�にする���も�り�動き��くな���まう生�も�られる。��生�にと��も���を�られる体育�����性�目を�にする���も�り�動き��くな���まう生�も�られる。��生�にと��も���を�られる体育�����動き��くな���まう生�も�られる。��生�にと��も���を�られる体育����動き��くな���まう生�も�られる。��生�にと��も���を�られる体育����
�り方を模索���く必���ると考える。

技術的
哲学的

44 学校��により�同�学年�も��学����め����学習クラ�と���習�体育���を�わなければならな�状���る�����学習クラ�・�同�学年�も��学����め����学習クラ�と���習�体育���を�わなければならな�状���る�����学習クラ�・同�学年�も��学����め����学習クラ�と���習�体育���を�わなければならな�状���る�����学習クラ�・����学習クラ�と���習�体育���を�わなければならな�状���る�����学習クラ�・���学習クラ�と���習�体育���を�わなければならな�状���る�����学習クラ�・����学習クラ�・���学習クラ�・
���習クラ������予��れる�意��を教え���だき��。�予��れる�意��を教え���だき��。予��れる�意��を教え���だき��。

技術的
哲学的

45 �技�目に�ける���修�利�と���。 哲学的

46 これま��体育�学習�����児童も��めるように�ー�や����を���き��る��運動を�意とする児童に対���活���を��ように����児童も��めるように�ー�や����を���き��る��運動を�意とする児童に対���活���を��ように���児童も��めるように�ー�や����を���き��る��運動を�意とする児童に対���活���を��ように��運動を�意とする児童に対���活���を��ように�運動を�意とする児童に対���活���を��ように�
障���く�き�。 技術的

47
年度当�に��健体育科�年間��を��る上���意�なければならな�ことを教え�くだ��。��健体育科�年間��を��る上���意�なければならな�ことを教え�くだ��。�健体育科�年間��を��る上���意�なければならな�ことを教え�くだ��。��意�なければならな�ことを教え�くだ��。�意�なければならな�ことを教え�くだ��。
◦体育�任とな���ら��年�年間��を体育�����ます���わりばえ�な�����るように思�ます。��ようなことを考えな�ら�年間���年�年間��を体育�����ます���わりばえ�な�����るように思�ます。��ようなことを考えな�ら�年間��年�年間��を体育�����ます���わりばえ�な�����るように思�ます。��ようなことを考えな�ら�年間��年間��を体育�����ます���わりばえ�な�����るように思�ます。��ようなことを考えな�ら�年間�年間��を体育�����ます���わりばえ�な�����るように思�ます。��ようなことを考えな�ら�年間���わりばえ�な�����るように思�ます。��ようなことを考えな�ら�年間��わりばえ�な�����るように思�ます。��ようなことを考えな�ら�年間��年間�年間�
�を作����けばよ���具体的に教え�くだ��。�具体的に教え�くだ��。具体的に教え�くだ��。

哲学的

48
４つ�観�を�れ�れ������れをもとに��を出�ます��体育���に���も４観�に��をつけ�に�同�������す�きだと�う�をつ�観�を�れ�れ������れをもとに��を出�ます��体育���に���も４観�に��をつけ�に�同�������す�きだと�う�を��れをもとに��を出�ます��体育���に���も４観�に��をつけ�に�同�������す�きだと�う�を�れをもとに��を出�ます��体育���に���も４観�に��をつけ�に�同�������す�きだと�う�を�体育���に���も４観�に��をつけ�に�同�������す�きだと�う�を体育���に���も４観�に��をつけ�に�同�������す�きだと�う�を４観�に��をつけ�に�同�������す�きだと�う�を観�に��をつけ�に�同�������す�きだと�う�を�同�������す�きだと�う�を同�������す�きだと�う�を
���こと��ります。��に�う���技能�や意欲����を�く��り���ま��。こ�ようなこと���な�ほう�よ�����う�教え�く�技能�や意欲����を�く��り���ま��。こ�ようなこと���な�ほう�よ�����う�教え�く技能�や意欲����を�く��り���ま��。こ�ようなこと���な�ほう�よ�����う�教え�く��な�ほう�よ�����う�教え�く�な�ほう�よ�����う�教え�く
だ��。

哲学的

49 絶対������につ���学校を�動�������も��態や運動能���わる�����度�え��る。ま��年々体������る����り����につ���学校を�動�������も��態や運動能���わる�����度�え��る。ま��年々体������る����り���につ���学校を�動�������も��態や運動能���わる�����度�え��る。ま��年々体������る����り��学校を�動�������も��態や運動能���わる�����度�え��る。ま��年々体������る����り�学校を�動�������も��態や運動能���わる�����度�え��る。ま��年々体������る����り����も��態や運動能���わる�����度�え��る。ま��年々体������る����り���も��態や運動能���わる�����度�え��る。ま��年々体������る����り��年々体������る����り�年々体������る����り��
���を����る�な�状���る。こ�考え方�よ��。��を����る�な�状���る。こ�考え方�よ��。 哲学的

50 ���習������ように�うとよ����う�� 哲学的

51
「技能」と「思考・判断」��観�に�����り�������度�間�と��具体的に����ようなこと�ら�生じる。�ー��陸上�技�「���り�������度�間�と��具体的に����ようなこと�ら�生じる。�ー��陸上�技�「��り�������度�間�と��具体的に����ようなこと�ら�生じる。�ー��陸上�技�「�����ようなこと�ら�生じる。�ー��陸上�技�「����ようなこと�ら�生じる。�ー��陸上�技�「��陸上�技�「�陸上�技�「��「�「�
�型」�「��型」�����に��������目標を���き��る生��と����き��な�生���������（技能�����　��度（思�「��型」�����に��������目標を���き��る生��と����き��な�生���������（技能�����　��度（思「��型」�����に��������目標を���き��る生��と����き��な�生���������（技能�����　��度（思�と����き��な�生���������（技能�����　��度（思と����き��な�生���������（技能�����　��度（思����き��な�生���������（技能�����　��度（思���き��な�生���������（技能�����　��度（思���（技能�����　��度（思��（技能�����　��度（思（技能�����　��度（思技能�����　��度（思�����　��度（思����　��度（思���　��度（思��　��度（思�　��度（思　��度（思（思思
考・判断�����　と�う��。�����　と�う��。����　と�う��。���　と�う��。��　と�う��。�　と�う��。　と�う��。

哲学的

52

器械運動�「��型」�����に���目標を���き��る生��と����き��な�生������技���度（技能�����　��度（思考・�「��型」�����に���目標を���き��る生��と����き��な�生������技���度（技能�����　��度（思考・「��型」�����に���目標を���き��る生��と����き��な�生������技���度（技能�����　��度（思考・�と����き��な�生������技���度（技能�����　��度（思考・と����き��な�生������技���度（技能�����　��度（思考・����き��な�生������技���度（技能�����　��度（思考・���き��な�生������技���度（技能�����　��度（思考・�技���度（技能�����　��度（思考・技���度（技能�����　��度（思考・（技能�����　��度（思考・技能�����　��度（思考・�����　��度（思考・����　��度（思考・���　��度（思考・��　��度（思考・�　��度（思考・　��度（思考・（思考・思考・
判断�����　と�う��。�����　と�う��。����　と�う��。���　と�う��。��　と�う��。�　と�う��。　と�う��。
���間������「��度」を�るも���る��に��「思考・判断」観�に�����高く���れる。ま����段�を�え��らに��だ段�「思考・判断」観�に�����高く���れる。ま����段�を�え��らに��だ段「思考・判断」観�に�����高く���れる。ま����段�を�え��らに��だ段��高く���れる。ま����段�を�え��らに��だ段�高く���れる。ま����段�を�え��らに��だ段���段�を�え��らに��だ段�段�を�え��らに��だ段
��挑戦���る�に対����「技能」�観�に����よりも高く���れる。�だ����的な��（��算出�を����こうとするとこ�よう�に対����「技能」�観�に����よりも高く���れる。�だ����的な��（��算出�を����こうとするとこ�ように対����「技能」�観�に����よりも高く���れる。�だ����的な��（��算出�を����こうとするとこ�よう�「技能」�観�に����よりも高く���れる。�だ����的な��（��算出�を����こうとするとこ�よう「技能」�観�に����よりも高く���れる。�だ����的な��（��算出�を����こうとするとこ�よう�よりも高く���れる。�だ����的な��（��算出�を����こうとするとこ�ようよりも高く���れる。�だ����的な��（��算出�を����こうとするとこ�よう���的な��（��算出�を����こうとするとこ�よう��的な��（��算出�を����こうとするとこ�よう（��算出�を����こうとするとこ�よう��算出�を����こうとするとこ�よう�を����こうとするとこ�ようを����こうとするとこ�よう
な両者�扱�����。

哲学的

53 ��につ����間���を��ように���くと効�よく�きる��。�考になるような例����ら教え�くだ��。 技術的

54

地域によ���きな格���ると思�ます������状�や��をき��とするようにな��き��ます。����と�も��なも���活動�す。地�����状�や��をき��とするようにな��き��ます。����と�も��なも���活動�す。地����状�や��をき��とするようにな��き��ます。����と�も��なも���活動�す。地�と�も��なも���活動�す。地と�も��なも���活動�す。地
域ごとに�ま����教������になり�ねま��。体育を専門とする人間と���同�に���をする��に�ること�������後��ように�同�に���をする��に�ること�������後��ように同�に���をする��に�ること�������後��ように��後��ように�後��ように
な���く��を�り��と思�ます。教��奉仕�や���る�分�と�も��と思�ます�����な�分を�きるだけ�なくすること���だと思���な�分を�きるだけ�なくすること���だと思��な�分を�きるだけ�なくすること���だと思
�ます���う���う�。��う���う�。�う���う�。

哲学的

55

�活動�ら杜会体育�����叫ばれ�本校�も地域��ーツ型�クラ���間や������間に�われるようになりま��。���らコー���り��本校�も地域��ーツ型�クラ���間や������間に�われるようになりま��。���らコー���り�本校�も地域��ーツ型�クラ���間や������間に�われるようになりま��。���らコー���り�
�����だける���生�にと����になりよ�こと����ると思�ます���活動と�����とクラ�と��������違���り�うまく�生�にと����になりよ�こと����ると思�ます���活動と�����とクラ�と��������違���り�うまく生�にと����になりよ�こと����ると思�ます���活動と�����とクラ�と��������違���り�うまく��活動と�����とクラ�と��������違���り�うまく�活動と�����とクラ�と��������違���り�うまく�うまくうまく
��な���も�ると���こと��ります。ま���活動�団体���ままクラ�となり���者も�問�����る��も��と�きます。�活動���活動�団体���ままクラ�となり���者も�問�����る��も��と�きます。�活動��活動�団体���ままクラ�となり���者も�問�����る��も��と�きます。�活動����者も�問�����る��も��と�きます。�活動���者も�問�����る��も��と�きます。�活動�
���利�上�義にとらわれる��なく�教育���と��生�を育�るも���ると思�ます。�う�う意����活動�ら杜会体育����������利�上�義にとらわれる��なく�教育���と��生�を育�るも���ると思�ます。�う�う意����活動�ら杜会体育���������利�上�義にとらわれる��なく�教育���と��生�を育�るも���ると思�ます。�う�う意����活動�ら杜会体育���������教育���と��生�を育�るも���ると思�ます。�う�う意����活動�ら杜会体育��������教育���と��生�を育�るも���ると思�ます。�う�う意����活動�ら杜会体育����������活動�ら杜会体育���������活動�ら杜会体育��������
れ��るとも�きます。これ�ら��会体育や�活動���ように扱われ��く����う�。��会体育や�活動���ように扱われ��く����う�。�会体育や�活動���ように扱われ��く����う�。

哲学的

56 ��もを地域に帰�うと�����活動��小����������後�うな���くこと��ま����。��活動��小����������後�うな���くこと��ま����。�活動��小����������後�うな���くこと��ま����。��後�うな���くこと��ま����。�後�うな���くこと��ま����。 哲学的

57 年々��分�体������ることを�じる。���生�と����り��本を��ることも������������きな�こと��くな��き�。���分�体������ることを�じる。���生�と����り��本を��ることも������������きな�こと��くな��き�。��分�体������ることを�じる。���生�と����り��本を��ることも������������きな�こと��くな��き�。���本を��ることも������������きな�こと��くな��き�。��本を��ることも������������きな�こと��くな��き�。������きな�こと��くな��き�。�����きな�こと��くな��き�。�
すだけ�説明や生�を使���本���に�����私�理���る。体�や技術・技能�維持��めに諸��方��う���れ��る��。 技術的

58 体育科教師と���められる��体育���だけ��な�。体育科教師に����められ�他�教科��生と�������違���だろう�。��体育�他�教科��生と�������違���だろう�。��体育他�教科��生と�������違���だろう�。��体育
科教師�怖��生�代名詞��������杜会����体育科教師��う�る�きな����な���意�を����。���杜会����体育科教師��う�る�きな����な���意�を����。��杜会����体育科教師��う�る�きな����な���意�を����。��な���意�を����。�な���意�を����。 哲学的

59
体育�会��く�学校��われ��る���備���や生��動き�教����分�な�����������ら��教え���だき��。�技性を����備���や生��動き�教����分�な�����������ら��教え���だき��。�技性を���備���や生��動き�教����分�な�����������ら��教え���だき��。�技性を���教����分�な�����������ら��教え���だき��。�技性を��教����分�な�����������ら��教え���だき��。�技性を������������ら��教え���だき��。�技性を�����������ら��教え���だき��。�技性を��
��り��クリ�ー�ョ�的なも�を�り�れ�り���り活動や�援�戦な�を�心に�められ��るところも�り��学校�体育�会を教え���だ��クリ�ー�ョ�的なも�を�り�れ�り���り活動や�援�戦な�を�心に�められ��るところも�り��学校�体育�会を教え���だ�クリ�ー�ョ�的なも�を�り�れ�り���り活動や�援�戦な�を�心に�められ��るところも�り��学校�体育�会を教え���だ���り活動や�援�戦な�を�心に�められ��るところも�り��学校�体育�会を教え���だ��り活動や�援�戦な�を�心に�められ��るところも�り��学校�体育�会を教え���だ��学校�体育�会を教え���だ�学校�体育�会を教え���だ
き��。

哲学的

60 ����・マラ���会��りやめにな��き��る学校も�え�き��る。�る活動を通��培われるカも�る��ろう���る�囲��な�学校����る�囲��な�学校���る�囲��な�学校��
��に����痛になる���う。校�コー�・校�コー�を�るな�を�じめと���る�囲�をつくる��を教え���だき��。 技術的

61 �健�����れくら����ようにすれば�����う�����ようにすれば�����う����ようにすれば�����う�� 技術的

62 �学校��体育��なく�健体育と��扱われ��健�分���く���き��る�����こま���分����に�ま���けばよ���。��健�分���く���き��る�����こま���分����に�ま���けばよ���。�健�分���く���き��る�����こま���分����に�ま���けばよ���。����こま���分����に�ま���けばよ���。���こま���分����に�ま���けばよ���。 哲学的
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63 体育���に費やす�間�に対����健����間�と����め方�十分に�き��な�ように�じる。������に�健�教科����を終える��健����間�と����め方�十分に�き��な�ように�じる。������に�健�教科����を終える�健����間�と����め方�十分に�き��な�ように�じる。������に�健�教科����を終える
�に精�杯���習や�技��え��な�。��ような�健学習��め方��る���ぜひ�ろ�ろやり方を教え���だき��。��習や�技��え��な�。��ような�健学習��め方��る���ぜひ�ろ�ろやり方を教え���だき��。�習や�技��え��な�。��ような�健学習��め方��る���ぜひ�ろ�ろやり方を教え���だき��。�ぜひ�ろ�ろやり方を教え���だき��。ぜひ�ろ�ろやり方を教え���だき��。 技術的

64 め��学習�児童（生���意欲を高め�り���意�をも��学習に�り���めに�効��ること�分�ります��め��学習に���り�り�もう（生���意欲を高め�り���意�をも��学習に�り���めに�効��ること�分�ります��め��学習に���り�り�もう生���意欲を高め�り���意�をも��学習に�り���めに�効��ること�分�ります��め��学習に���り�り�もう��意欲を高め�り���意�をも��学習に�り���めに�効��ること�分�ります��め��学習に���り�り�もう�意欲を高め�り���意�をも��学習に�り���めに�効��ること�分�ります��め��学習に���り�り�もう���意�をも��学習に�り���めに�効��ること�分�ります��め��学習に���り�り�もう��意�をも��学習に�り���めに�効��ること�分�ります��め��学習に���り�り�もう�め��学習に���り�り�もうめ��学習に���り�り�もう
とすると�活動�間や運動������まうこと�よく�ります。め��学習�効果的な�め方や�意する�につ��教え�くだ��。�活動�間や運動������まうこと�よく�ります。め��学習�効果的な�め方や�意する�につ��教え�くだ��。活動�間や運動������まうこと�よく�ります。め��学習�効果的な�め方や�意する�につ��教え�くだ��。 技術的

65

���ッ��ー�や��ー�ー�な��団��ーツに����め��を考え��るとき��ー����と個人����出�きます����らを�に考える�め��を考え��るとき��ー����と個人����出�きます����らを�に考えるめ��を考え��るとき��ー����と個人����出�きます����らを�に考える��ー����と個人����出�きます����らを�に考える�ー����と個人����出�きます����らを�に考える���らを�に考える��らを�に考える
��教え���だき��。�ー�に�ける�分���を考えると�う観��ら��ー��め����に������上��分�め��を考える��と個を��ー��め����に������上��分�め��を考える��と個を�ー��め����に������上��分�め��を考える��と個を���上��分�め��を考える��と個を��上��分�め��を考える��と個を
��にすると�う観��ら�個人�め��を考え���うえ��個を生�すような�ー��め��を考え��ると�う����ると思�ます。��ような�個人�め��を考え���うえ��個を生�すような�ー��め��を考え��ると�う����ると思�ます。��ような個人�め��を考え���うえ��個を生�すような�ー��め��を考え��ると�う����ると思�ます。��ような�個を生�すような�ー��め��を考え��ると�う����ると思�ます。��ような個を生�すような�ー��め��を考え��ると�う����ると思�ます。��ような
考え方��める�き�教え�くだ��。

哲学的

66

�������も会��もラ��体�をや���る�����き��ると����ます。運動会�も学校����備体�を�うところ���よう�す。普���も会��もラ��体�をや���る�����き��ると����ます。運動会�も学校����備体�を�うところ���よう�す。普��も会��もラ��体�をや���る�����き��ると����ます。運動会�も学校����備体�を�うところ���よう�す。普
段�体育����も���目に�わ���備運動��ります。わ�わ�ラ��体�を�り�れることもな�と思�ます。教育と���ラ��体������ラ��体�����ラ��体�����
��なければならな�も���れば����な�と�けな�と考えます���う�なければやる必�性�な�ように�じます。学校と�����す�きも����な�と�けな�と考えます���う�なければやる必�性�な�ように�じます。学校と�����す�きも���な�と�けな�と考えます���う�なければやる必�性�な�ように�じます。学校と�����す�きも��う�なければやる必�性�な�ように�じます。学校と�����す�きも�う�なければやる必�性�な�ように�じます。学校と�����す�きも
����う�。

哲学的

67 体育�T・T�利�と���。 哲学的

68 小学校����任����きく�わるも��技能教科だと考え��ます。����も体育��クラ�格��出やす�も��す。小学校�も技能教科につ���任����きく�わるも��技能教科だと考え��ます。����も体育��クラ�格��出やす�も��す。小学校�も技能教科につ��任����きく�わるも��技能教科だと考え��ます。����も体育��クラ�格��出やす�も��す。小学校�も技能教科につ��クラ�格��出やす�も��す。小学校�も技能教科につ�クラ�格��出やす�も��す。小学校�も技能教科につ�
���専科を置く�きだと考え��ます���校や県���り��を教え���だけると�り����す。�専科を置く�きだと考え��ます���校や県���り��を教え���だけると�り����す。専科を置く�きだと考え��ます���校や県���り��を教え���だけると�り����す。��校や県���り��を教え���だけると�り����す。�校や県���り��を教え���だけると�り����す。 技術的

69 体育���目標を��する�め�����と�活動や�会�結果を残す�め��������な���ると�じる。教師����活動や訓��ような��
����も�体カ���や諸�会�結果�残ればよ����と�じること��り��分���に���持�な�。�体カ���や諸�会�結果�残ればよ����と�じること��り��分���に���持�な�。体カ���や諸�会�結果�残ればよ����と�じること��り��分���に���持�な�。��分���に���持�な�。�分���に���持�な�。 哲学的

70
○リ�ー����パ��技能��
フォー�を�����と考え��る����ープ間��������まうと�����まら��������イ��を�����まう。だ�らと�������ープ間��������まうと�����まら��������イ��を�����まう。だ�らと������ープ間��������まうと�����まら��������イ��を�����まう。だ�らと���������まら��������イ��を�����まう。だ�らと��������まら��������イ��を�����まう。だ�らと�����������イ��を�����まう。だ�らと����������イ��を�����まう。だ�らと�����
��だけ�為に�ら��く�な����よ�方�����ら教え���だき��。�よ�方�����ら教え���だき��。よ�方�����ら教え���だき��。

技術的

71

○�技�技能��
�ー����を�うとき��ー�に�れな���生��������。���ッ��ー�����ー�に�れ�なく�も�ディフ���な��動き��る��ー�に�れな���生��������。���ッ��ー�����ー�に�れ�なく�も�ディフ���な��動き��る�ー�に�れな���生��������。���ッ��ー�����ー�に�れ�なく�も�ディフ���な��動き��る��ー�に�れ�なく�も�ディフ���な��動き��る�ー�に�れ�なく�も�ディフ���な��動き��る�ディフ���な��動き��るディフ���な��動き��る
�����やす�����ー�ー�����る生��ところに�ー���な���り��技��意な生����う��も�ー�をと���まうこと��く���ー�ー�����る生��ところに�ー���な���り��技��意な生����う��も�ー�をと���まうこと��く��ー�ー�����る生��ところに�ー���な���り��技��意な生����う��も�ー�をと���まうこと��く��る生��ところに�ー���な���り��技��意な生����う��も�ー�をと���まうこと��く�る生��ところに�ー���な���り��技��意な生����う��も�ー�をと���まうこと��く��技��意な生����う��も�ー�をと���まうこと��く�技��意な生����う��も�ー�をと���まうこと��く��う��も�ー�をと���まうこと��く�う��も�ー�をと���まうこと��く
な��りするな���������にく�。カ�ーリ��な��動きも�る���ー�を扱���る生�に�う��も目�����ま���になる。私���������にく�。カ�ーリ��な��動きも�る���ー�を扱���る生�に�う��も目�����ま���になる。私��������にく�。カ�ーリ��な��動きも�る���ー�を扱���る生�に�う��も目�����ま���になる。私���ー�を扱���る生�に�う��も目�����ま���になる。私��ー�を扱���る生�に�う��も目�����ま���になる。私�
勉���������������る����ような����きる��教え���だき��。������������る����ような����きる��教え���だき��。�����������る����ような����きる��教え���だき��。��������る����ような����きる��教え���だき��。�������る����ような����きる��教え���だき��。���ような����きる��教え���だき��。��ような����きる��教え���だき��。�教え���だき��。教え���だき��。

哲学的

72

��体育���を����する�に思���ること�体育���を����する�に思���ること体育���を����する�に思���ること
体育����観���「関心・意欲」「思考・判断」「技能」「��・理�」�４つに分�れ��る���������く���づら�。ま���れ�れ�観�「関心・意欲」「思考・判断」「技能」「��・理�」�４つに分�れ��る���������く���づら�。ま���れ�れ�観「関心・意欲」「思考・判断」「技能」「��・理�」�４つに分�れ��る���������く���づら�。ま���れ�れ�観４つに分�れ��る���������く���づら�。ま���れ�れ�観つに分�れ��る���������く���づら�。ま���れ�れ�観��������く���づら�。ま���れ�れ�観�������く���づら�。ま���れ�れ�観��れ�れ�観�れ�れ�観
�����������ること��ま��と�われ��る���う��も技能��に�きを置���まう。ま��「思考・判断」と「��・理�」を��ように���������ること��ま��と�われ��る���う��も技能��に�きを置���まう。ま��「思考・判断」と「��・理�」を��ように��������ること��ま��と�われ��る���う��も技能��に�きを置���まう。ま��「思考・判断」と「��・理�」を��ように�������ること��ま��と�われ��る���う��も技能��に�きを置���まう。ま��「思考・判断」と「��・理�」を��ように������ること��ま��と�われ��る���う��も技能��に�きを置���まう。ま��「思考・判断」と「��・理�」を��ように�����ること��ま��と�われ��る���う��も技能��に�きを置���まう。ま��「思考・判断」と「��・理�」を��ように����ること��ま��と�われ��る���う��も技能��に�きを置���まう。ま��「思考・判断」と「��・理�」を��ように���ること��ま��と�われ��る���う��も技能��に�きを置���まう。ま��「思考・判断」と「��・理�」を��ように��ること��ま��と�われ��る���う��も技能��に�きを置���まう。ま��「思考・判断」と「��・理�」を��ように��う��も技能��に�きを置���まう。ま��「思考・判断」と「��・理�」を��ように�う��も技能��に�きを置���まう。ま��「思考・判断」と「��・理�」を��ように�「思考・判断」と「��・理�」を��ように「思考・判断」と「��・理�」を��ように
�����けば���を�り��。

哲学的

73

�体カ������方�・����算�につ��体カ������方�・����算�につ��
本校��体カ���を�健体育科���に���5～7�間ほ��け������る。�られ�������に����～��間���に�き���を�め�～��間���に�き���を�め～��間���に�き���を�め��間���に�き���を�め�間���に�き���を�め
��まう。�校や学年�位�半�程度を使���斉にや���る学校も�ると�く��学校��により�����も�ると考える。ま��体カ����結�学校��により�����も�ると考える。ま��体カ����結学校��により�����も�ると考える。ま��体カ����結�体カ����結体カ����結
果を「陸上�技」と����に含めることに���めら�も�じること��る。「��」→「��」�過程�「��」��分を（�間的に�十分に�こな（�間的に�十分に�こな�間的に�十分に�こな�十分に�こな十分に�こな
え��る��と�う疑問�残る。

哲学的

74

��につ��
����や����を���������く�������������もを�る��ほと����能に���。��も������や他者��も�考に������く�������������もを�る��ほと����能に���。��も������や他者��も�考に�����く�������������もを�る��ほと����能に���。��も������や他者��も�考に������������もを�る��ほと����能に���。��も������や他者��も�考に�����������もを�る��ほと����能に���。��も������や他者��も�考に
する��な�な����。個人�を配����人�人�め��を�����挑戦��る�元�流れを����く�運動�持つ特性に�れ�学年に�じ���な�な����。個人�を配����人�人�め��を�����挑戦��る�元�流れを����く�運動�持つ特性に�れ�学年に�じ��な�な����。個人�を配����人�人�め��を�����挑戦��る�元�流れを����く�運動�持つ特性に�れ�学年に�じ����人�人�め��を�����挑戦��る�元�流れを����く�運動�持つ特性に�れ�学年に�じ���人�人�め��を�����挑戦��る�元�流れを����く�運動�持つ特性に�れ�学年に�じ���挑戦��る�元�流れを����く�運動�持つ特性に�れ�学年に�じ��挑戦��る�元�流れを����く�運動�持つ特性に�れ�学年に�じ���学年に�じ��学年に�じ��
礎技能�習��ねら���る���技能���と��「め������き�����低�」と�う結果にな���まう�も�る。�学校�����と���技能���と��「め������き�����低�」と�う結果にな���まう�も�る。�学校�����と��技能���と��「め������き�����低�」と�う結果にな���まう�も�る。�学校�����と�����と����と��
考える運動��ー�な�を小学校������ー�を����り�え����りすること���もうとする。�ー�を�え�問���出�き�らま�������ー�を����り�え����りすること���もうとする。�ー�を�え�問���出�き�らま������ー�を����り�え����りすること���もうとする。�ー�を�え�問���出�き�らま����問���出�き�らま���問���出�き�らま���
��を�う。これを繰り返す。�����後�����ー�������と�う結�に��り�くこと�����。技能�低��にと���つら��ー���後�����ー�������と�う結�に��り�くこと�����。技能�低��にと���つら��ー��後�����ー�������と�う結�に��り�くこと�����。技能�低��にと���つら��ー�
�も�れな��。

哲学的

75 ⑨����（技能����な��（技能����な��技能����な��� 哲学的

76

�技�����につ��
�技領域���個人�能����きく�れる。�技�出�や������な����る。����個人�も���る運動能�を��すること��学習を通�個人�能����きく�れる。�技�出�や������な����る。����個人�も���る運動能�を��すること��学習を通個人�能����きく�れる。�技�出�や������な����る。����個人�も���る運動能�を��すること��学習を通������な����る。����個人�も���る運動能�を��すること��学習を通�����な����る。����個人�も���る運動能�を��すること��学習を通�個人�も���る運動能�を��すること��学習を通個人�も���る運動能�を��すること��学習を通�学習を通学習を通
�������な�。����びや�������度を�����。���め�����目や�����を�����。ま��個々�学習���や��を�������度を�����。���め�����目や�����を�����。ま��個々�学習���や��を������度を�����。���め�����目や�����を�����。ま��個々�学習���や��を����目や�����を�����。ま��個々�学習���や��を���目や�����を�����。ま��個々�学習���や��を�����を�����。ま��個々�学習���や��を����を�����。ま��個々�学習���や��を�個々�学習���や��を個々�学習���や��を
的�に捉え���に��を���。���に��を���。��に��を���。

哲学的

77 �態に���よ���方�と�
�にくら�体��低����る������を�なり低く�な�と高�����きな������を�なり低く�な�と高�����きな�����を�なり低く�な�と高�����きな� 哲学的

78

体育����観���「関心・意欲・態度」「思考・判断」「技能」「��・理�」�４つ�観�に分�れ��ます。������をするときに��目的に�「関心・意欲・態度」「思考・判断」「技能」「��・理�」�４つ�観�に分�れ��ます。������をするときに��目的に「関心・意欲・態度」「思考・判断」「技能」「��・理�」�４つ�観�に分�れ��ます。������をするときに��目的に４つ�観�に分�れ��ます。������をするときに��目的につ�観�に分�れ��ます。������をするときに��目的に���をするときに��目的に��をするときに��目的に�目的に目的に
添����を���くことになる�め���に技能を�����くときに�「思考・判断」�ともな���な�生���「技能」����低くなるように思���に技能を�����くときに�「思考・判断」�ともな���な�生���「技能」����低くなるように思��に技能を�����くときに�「思考・判断」�ともな���な�生���「技能」����低くなるように思�「思考・判断」�ともな���な�生���「技能」����低くなるように思「思考・判断」�ともな���な�生���「技能」����低くなるように思�「技能」����低くなるように思「技能」����低くなるように思
�ます。即��「技能」�����に�「思考・判断」���も���れ��る���な��と�じます。や�り�「思考・判断」と�う����観��必�「技能」�����に�「思考・判断」���も���れ��る���な��と�じます。や�り�「思考・判断」と�う����観��必「技能」�����に�「思考・判断」���も���れ��る���な��と�じます。や�り�「思考・判断」と�う����観��必�「思考・判断」���も���れ��る���な��と�じます。や�り�「思考・判断」と�う����観��必「思考・判断」���も���れ��る���な��と�じます。や�り�「思考・判断」と�う����観��必�「思考・判断」と�う����観��必「思考・判断」と�う����観��必����観��必���観��必
�な���よう�。

哲学的

79

��につ��
学習�ー����すること����な体育���だと��えな�と思�ます����間���も���活動を�同じ観������に��ック���くこ���な体育���だと��えな�と思�ます����間���も���活動を�同じ観������に��ック���くこ��な体育���だと��えな�と思�ます����間���も���活動を�同じ観������に��ック���くこ���間���も���活動を�同じ観������に��ック���くこ��間���も���活動を�同じ観������に��ック���くこ�同じ観������に��ック���くこ同じ観������に��ック���くこ
と��なり���こと�す。目�つ�につ����較的������す���う�な��につ���������きる�り�く��に�を�けるように���う�な��につ���������きる�り�く��に�を�けるように��う�な��につ���������きる�り�く��に�を�けるように�������きる�り�く��に�を�けるように������きる�り�く��に�を�けるように���きる�り�く��に�を�けるように��きる�り�く��に�を�けるように�
め���に���う�に名�な�に�����くこと������ます。も�と効��よく���に���きる方�を教え�くだ��。���に���う�に名�な�に�����くこと������ます。も�と効��よく���に���きる方�を教え�くだ��。��に���う�に名�な�に�����くこと������ます。も�と効��よく���に���きる方�を教え�くだ��。���に���きる方�を教え�くだ��。��に���きる方�を教え�くだ��。

技術的
哲学的

80

��方�につ��
「教師���と�����を�える（マネー�ャーと���������を�える（�ド�イ�ーと���������的な関わり（イ���ラクターと����を�える（マネー�ャーと���������を�える（�ド�イ�ーと���������的な関わり（イ���ラクターと���を�える（マネー�ャーと���������を�える（�ド�イ�ーと���������的な関わり（イ���ラクターと�（マネー�ャーと���������を�える（�ド�イ�ーと���������的な関わり（イ���ラクターと�マネー�ャーと���������を�える（�ド�イ�ーと���������的な関わり（イ���ラクターと�����を�える（�ド�イ�ーと���������的な関わり（イ���ラクターと���を�える（�ド�イ�ーと���������的な関わり（イ���ラクターと�（�ド�イ�ーと���������的な関わり（イ���ラクターと��ド�イ�ーと���������的な関わり（イ���ラクターと�����的な関わり（イ���ラクターと���的な関わり（イ���ラクターと�（イ���ラクターと�イ���ラクターと�
�������められる」と�る。これら���に�え���活動も������なければならな�。T・T�体育��を��すること��き��す������められる」と�る。これら���に�え���活動も������なければならな�。T・T�体育��を��すること��き��す�����められる」と�る。これら���に�え���活動も������なければならな�。T・T�体育��を��すること��き��す����す���す���
��と��を�人���する����状��る�め�効�よく��な��を��する方�につ������。�人���する����状��る�め�効�よく��な��を��する方�につ������。人���する����状��る�め�効�よく��な��を��する方�につ������。�効�よく��な��を��する方�につ������。効�よく��な��を��する方�につ������。

技術的

81

��方����につ��
生���態を把握������を作�すること��生�に��ような�をつけ������明�となり�生����や�������だ������も��生�に��ような�をつけ������明�となり�生����や�������だ������も�生�に��ような�をつけ������明�となり�生����や�������だ������も��生����や�������だ������も�生����や�������だ������も��������だ������も�������だ������も������も�����も�
��やすくなる。�����明�なほ��生�を��に���きると考える���観������をもとに���位�間���す���観�を��するこ�生�を��に���きると考える���観������をもとに���位�間���す���観�を��するこ生�を��に���きると考える���観������をもとに���位�間���す���観�を��するこ��観������をもとに���位�間���す���観�を��するこ�観������をもとに���位�間���す���観�を��するこ���位�間���す���観�を��するこ��位�間���す���観�を��するこ
と�困���る。��������位�間����を������する��。ま�����������つ���観�を��する��を�����。���位�間����を������する��。ま�����������つ���観�を��する��を�����。��位�間����を������する��。ま�����������つ���観�を��する��を�����。���する��。ま�����������つ���観�を��する��を�����。��する��。ま�����������つ���観�を��する��を�����。����������つ���観�を��する��を�����。���������つ���観�を��する��を�����。��つ���観�を��する��を�����。�つ���観�を��する��を�����。���観�を��する��を�����。��観�を��する��を�����。

哲学的

82 ○体育������「生�同��関わり��」を��に���と思う��「関わり」→「�に高める」�効的な������なも���る���り��。�「生�同��関わり��」を��に���と思う��「関わり」→「�に高める」�効的な������なも���る���り��。「生�同��関わり��」を��に���と思う��「関わり」→「�に高める」�効的な������なも���る���り��。�「関わり」→「�に高める」�効的な������なも���る���り��。「関わり」→「�に高める」�効的な������なも���る���り��。
◦ペ�（�ー��学習な���教え���よく��する��「�まり�高め�う」ま�に��らな�こと���。（�ー��学習な���教え���よく��する��「�まり�高め�う」ま�に��らな�こと���。�ー��学習な���教え���よく��する��「�まり�高め�う」ま�に��らな�こと���。�学習な���教え���よく��する��「�まり�高め�う」ま�に��らな�こと���。学習な���教え���よく��する��「�まり�高め�う」ま�に��らな�こと���。�「�まり�高め�う」ま�に��らな�こと���。「�まり�高め�う」ま�に��らな�こと���。�高め�う」ま�に��らな�こと���。高め�う」ま�に��らな�こと���。 技術的

83

低学年���器械運動と�う領域�なく�器械・器具を使���運動�びとな���る。他にも��・��運動�び�用具を�作する運動�び���び��器械運動と�う領域�なく�器械・器具を使���運動�びとな���る。他にも��・��運動�び�用具を�作する運動�び���び�器械運動と�う領域�なく�器械・器具を使���運動�びとな���る。他にも��・��運動�び�用具を�作する運動�び���び��器械・器具を使���運動�びとな���る。他にも��・��運動�び�用具を�作する運動�び���び�器械・器具を使���運動�びとな���る。他にも��・��運動�び�用具を�作する運動�び���び���・��運動�び�用具を�作する運動�び���び��・��運動�び�用具を�作する運動�び���び��用具を�作する運動�び���び�用具を�作する運動�び���び����び���び��
表�リ���びな��運動�びと�う����く��使われ��る。運動�びと�う��に���に�きなように運動すると�う意����ように�じる�運動�びと�う����く��使われ��る。運動�びと�う��に���に�きなように運動すると�う意����ように�じる運動�びと�う����く��使われ��る。運動�びと�う��に���に�きなように運動すると�う意����ように�じる
�����教師�����目標を��きまりを���運動���を�け��る����びと�う表���わな�ように�じ��る。運動�びと�う��を����教師�����目標を��きまりを���運動���を�け��る����びと�う表���わな�ように�じ��る。運動�びと�う��を���教師�����目標を��きまりを���運動���を�け��る����びと�う表���わな�ように�じ��る。運動�びと�う��を��びと�う表���わな�ように�じ��る。運動�びと�う��を�びと�う表���わな�ように�じ��る。運動�びと�う��を
つけ�ことに��う�う意���る��

哲学的

84
◦意欲を高める����
生������意欲を高められる��やる�に��る����
�体��と個���

技術的

85 体育�よ���と�
����生�に対���意���にな���ま�ます。��意���にな���ま�ます。�意���にな���ま�ます。 技術的

86

��17年度に�教審�「健や�な体を育�教育��り方に関する専門�会」��す�����も���身に�け��る�き��マ�と��を�け��体育�す�����も���身に�け��る�き��マ�と��を�け��体育す�����も���身に�け��る�き��マ�と��を�け��体育�を�け��体育を�け��体育�体育体育
�目的�具体的��（す�����も���身に�ける�きも��を考えると�体育���を通じ��す�����も��に���（��マ���「身体（す�����も���身に�ける�きも��を考えると�体育���を通じ��す�����も��に���（��マ���「身体す�����も���身に�ける�きも��を考えると�体育���を通じ��す�����も��に���（��マ���「身体�を考えると�体育���を通じ��す�����も��に���（��マ���「身体を考えると�体育���を通じ��す�����も��に���（��マ���「身体�体育���を通じ��す�����も��に���（��マ���「身体体育���を通じ��す�����も��に���（��マ���「身体�す�����も��に���（��マ���「身体す�����も��に���（��マ���「身体���（��マ���「身体��（��マ���「身体（��マ���「身体��マ���「身体��「身体�「身体
能�」�「態度」�「���思考・判断」な�を身に�け��ること�必���ると����る。�こ����後����ような流れになる��。������「態度」�「���思考・判断」な�を身に�け��ること�必���ると����る。�こ����後����ような流れになる��。�����「態度」�「���思考・判断」な�を身に�け��ること�必���ると����る。�こ����後����ような流れになる��。������「���思考・判断」な�を身に�け��ること�必���ると����る。�こ����後����ような流れになる��。�����「���思考・判断」な�を身に�け��ること�必���ると����る。�こ����後����ような流れになる��。������思考・判断」な�を身に�け��ること�必���ると����る。�こ����後����ような流れになる��。�����思考・判断」な�を身に�け��ること�必���ると����る。�こ����後����ような流れになる��。��������後����ような流れになる��。�������後����ような流れになる��。��������ような流れになる��。�������ような流れになる��。������
「身体能�」�「態度」�「���思考・判断」と�う観����になる��。�「態度」�「���思考・判断」と�う観����になる��。「態度」�「���思考・判断」と�う観����になる��。�「���思考・判断」と�う観����になる��。「���思考・判断」と�う観����になる��。�思考・判断」と�う観����になる��。思考・判断」と�う観����になる��。

哲学的
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�（�後��められ��る（�く��体育������をめ����く��な��教え�ほ��。�ま�����ら�「���を��する��」「教師�教（�後��められ��る（�く��体育������をめ����く��な��教え�ほ��。�ま�����ら�「���を��する��」「教師�教�後��められ��る（�く��体育������をめ����く��な��教え�ほ��。�ま�����ら�「���を��する��」「教師�教��められ��る（�く��体育������をめ����く��な��教え�ほ��。�ま�����ら�「���を��する��」「教師�教�められ��る（�く��体育������をめ����く��な��教え�ほ��。�ま�����ら�「���を��する��」「教師�教（�く��体育������をめ����く��な��教え�ほ��。�ま�����ら�「���を��する��」「教師�教�く��体育������をめ����く��な��教え�ほ��。�ま�����ら�「���を��する��」「教師�教��体育������をめ����く��な��教え�ほ��。�ま�����ら�「���を��する��」「教師�教体育������をめ����く��な��教え�ほ��。�ま�����ら�「���を��する��」「教師�教��をめ����く��な��教え�ほ��。�ま�����ら�「���を��する��」「教師�教�をめ����く��な��教え�ほ��。�ま�����ら�「���を��する��」「教師�教�「���を��する��」「教師�教「���を��する��」「教師�教
え込���」「�間と�関わりを��にする��」を���き�。����方�もよ����る��体育���と����をめ������を�����体育���と����をめ������を����体育���と����をめ������を������をめ������を�����をめ������を�������を������を����
���らよ�����とき��る。「���を��する��」����ー�を����り�な�ら��く�生�����な�ら活動�きることをねら�と��ー�を����り�な�ら��く�生�����な�ら活動�きることをねら�と�ー�を����り�な�ら��く�生�����な�ら活動�きることをねら�と��く�生�����な�ら活動�きることをねら�と�く�生�����な�ら活動�きることをねら�と
��。��結果�活動�体���くなる��技能�高まりにやや��りな�を�じること�����。「教師�教え込���」���技能�高まり��じ�活動�体���くなる��技能�高まりにやや��りな�を�じること�����。「教師�教え込���」���技能�高まり��じ活動�体���くなる��技能�高まりにやや��りな�を�じること�����。「教師�教え込���」���技能�高まり��じ�技能�高まりにやや��りな�を�じること�����。「教師�教え込���」���技能�高まり��じ技能�高まりにやや��りな�を�じること�����。「教師�教え込���」���技能�高まり��じ�技能�高まり��じ技能�高まり��じ
ること��きる���きる生�と�きな�生����きり��くることも�く�生��う��関わり��くなることも�じられ�。「生��う��関わり��きる生�と�きな�生����きり��くることも�く�生��う��関わり��くなることも�じられ�。「生��う��関わり�きる生�と�きな�生����きり��くることも�く�生��う��関わり��くなることも�じられ�。「生��う��関わり�生��う��関わり��くなることも�じられ�。「生��う��関わり生��う��関わり��くなることも�じられ�。「生��う��関わり
を��にする��」����互�に教え�う����られる��������間��くな��り�運動�����り�技能�高まらな���りすることも��互�に教え�う����られる��������間��くな��り�運動�����り�技能�高まらな���りすることも�互�に教え�う����られる��������間��くな��り�運動�����り�技能�高まらな���りすることも�������間��くな��り�運動�����り�技能�高まらな���りすることも������間��くな��り�運動�����り�技能�高まらな���りすることも�運動�����り�技能�高まらな���りすることも運動�����り�技能�高まらな���りすることも�技能�高まらな���りすることも技能�高まらな���りすることも
�る。�ろ�ろな����を���く���体育������なこと��「�きるよろこびを�わわ�る」ことだと考えるようにな��き�。������体育������なこと��「�きるよろこびを�わわ�る」ことだと考えるようにな��き�。�����体育������なこと��「�きるよろこびを�わわ�る」ことだと考えるようにな��き�。������「�きるよろこびを�わわ�る」ことだと考えるようにな��き�。�����「�きるよろこびを�わわ�る」ことだと考えるようにな��き�。�����
を�わわ�る�めに��教え込�な�ら生��う��教え�う�����だと�じ��る。体育�������ようなも�を�め�る��を教え�もら��教え込�な�ら生��う��教え�う�����だと�じ��る。体育�������ようなも�を�め�る��を教え�もら�教え込�な�ら生��う��教え�う�����だと�じ��る。体育�������ようなも�を�め�る��を教え�もら����ようなも�を�め�る��を教え�もら���ようなも�を�め�る��を教え�もら�
な�ら��後�方�性を考え��き��。��後�方�性を考え��き��。�後�方�性を考え��き��。

哲学的

88 ②��も���体��低���������ら�体育��礎・�本�����問われ��る��学校体育に�められ��るも������を�礎・�本と��������ら�体育��礎・�本�����問われ��る��学校体育に�められ��るも������を�礎・�本と�������ら�体育��礎・�本�����問われ��る��学校体育に�められ��るも������を�礎・�本と�体育��礎・�本�����問われ��る��学校体育に�められ��るも������を�礎・�本と体育��礎・�本�����問われ��る��学校体育に�められ��るも������を�礎・�本と�学校体育に�められ��るも������を�礎・�本と学校体育に�められ��るも������を�礎・�本と�����を�礎・�本と����を�礎・�本と
とらえ��けばよ���考えを������だき��。 哲学的

89

学校����に���体育科������105�間�ら���90�間に���れ�。ま�����ーツ�目型��り�「体����き・体�調�・�間と���に���体育科������105�間�ら���90�間に���れ�。ま�����ーツ�目型��り�「体����き・体�調�・�間と��に���体育科������105�間�ら���90�間に���れ�。ま�����ーツ�目型��り�「体����き・体�調�・�間と�体育科������105�間�ら���90�間に���れ�。ま�����ーツ�目型��り�「体����き・体�調�・�間と体育科������105�間�ら���90�間に���れ�。ま�����ーツ�目型��り�「体����き・体�調�・�間と����ーツ�目型��り�「体����き・体�調�・�間と���ーツ�目型��り�「体����き・体�調�・�間と�「体����き・体�調�・�間と「体����き・体�調�・�間と
��流を目的と��」体ほ���運動����れ�。��や�備�����地域や学校��態によ���他��ー�運動（タ�ラ��ー��イー�ー���地域や学校��態によ���他��ー�運動（タ�ラ��ー��イー�ー��地域や学校��態によ���他��ー�運動（タ�ラ��ー��イー�ー��（タ�ラ��ー��イー�ー��タ�ラ��ー��イー�ー����イー�ー���イー�ー���
セ���ー�な����ュー��ーツも��的に�り�まれ�き��る���本技能���を��する�も�る。小学校学習���領�次�改訂に������ュー��ーツも��的に�り�まれ�き��る���本技能���を��する�も�る。小学校学習���領�次�改訂に�����ュー��ーツも��的に�り�まれ�き��る���本技能���を��する�も�る。小学校学習���領�次�改訂に�����本技能���を��する�も�る。小学校学習���領�次�改訂に����本技能���を��する�も�る。小学校学習���領�次�改訂に����
�ー�運動領域にタ�ラ��ー�必修�目��れる�能性も�るよう��る。�技��ーツと���学校体育よりも生涯��ーツヘ�流れ��ま��き�
�るとも考えられる。

哲学的

90

診断的���ら�態を把握���元を����り��元後���的�����を改���り��き�。������と�じる�元�����も�������元を����り��元後���的�����を改���り��き�。������と�じる�元�����も������元を����り��元後���的�����を改���り��き�。������と�じる�元�����も�������元後���的�����を改���り��き�。������と�じる�元�����も������元後���的�����を改���り��き�。������と�じる�元�����も��������も�������も�����
結果も高�も�����。����こ�����も���れほ���性や�当性��る��疑問��り������する�き��な�と�回�じ��る。�こ�����も���れほ���性や�当性��る��疑問��り������する�き��な�と�回�じ��る。こ�����も���れほ���性や�当性��る��疑問��り������する�き��な�と�回�じ��る。������する�き��な�と�回�じ��る。�����する�き��な�と�回�じ��る。
体育��������と�じな�ら�り��こと������る���に���を置く����者�考え方によ���きく�わ��く。技能�コツをつ�����と�じな�ら�り��こと������る���に���を置く����者�考え方によ���きく�わ��く。技能�コツをつ����と�じな�ら�り��こと������る���に���を置く����者�考え方によ���きく�わ��く。技能�コツをつ���に���を置く����者�考え方によ���きく�わ��く。技能�コツをつ��に���を置く����者�考え方によ���きく�わ��く。技能�コツをつ�
�����間と考え�り教え���り��関わる����習��果を発�する発表会や�����な��心身��方に����上を�ること�必���る��間と考え�り教え���り��関わる����習��果を発�する発表会や�����な��心身��方に����上を�ること�必���る�間と考え�り教え���り��関わる����習��果を発�する発表会や�����な��心身��方に����上を�ること�必���る��習��果を発�する発表会や�����な��心身��方に����上を�ること�必���る�習��果を発�する発表会や�����な��心身��方に����上を�ること�必���る�心身��方に����上を�ること�必���る心身��方に����上を�ること�必���る
と考える。も�ろ���れらをクリ�する�めに教師���な�備や支援�必���る��体育科���に�められることにつ��。��れらをクリ�する�めに教師���な�備や支援�必���る��体育科���に�められることにつ��。�れらをクリ�する�めに教師���な�備や支援�必���る��体育科���に�められることにつ��。�体育科���に�められることにつ��。体育科���に�められることにつ��。

哲学的

91

��も���体��運動能��年々低�������る。�体カ����結果を��も��分��学生だ���な�と����明ら�に���低�。���運動能��年々低�������る。�体カ����結果を��も��分��学生だ���な�と����明ら�に���低�。��運動能��年々低�������る。�体カ����結果を��も��分��学生だ���な�と����明ら�に���低�。����分��学生だ���な�と����明ら�に���低�。���分��学生だ���な�と����明ら�に���低�。���明ら�に���低�。��明ら�に���低�。��
���生活や生活�������格・体格��������運動��な��ろ�ろなこと�関係���る���ろう����すれば改��れると�うも���生活や生活�������格・体格��������運動��な��ろ�ろなこと�関係���る���ろう����すれば改��れると�うも��生活や生活�������格・体格��������運動��な��ろ�ろなこと�関係���る���ろう����すれば改��れると�うも���格・体格��������運動��な��ろ�ろなこと�関係���る���ろう����すれば改��れると�うも��格・体格��������運動��な��ろ�ろなこと�関係���る���ろう����すれば改��れると�うも������運動��な��ろ�ろなこと�関係���る���ろう����すれば改��れると�うも�����運動��な��ろ�ろなこと�関係���る���ろう����すれば改��れると�うも����すれば改��れると�うも���すれば改��れると�うも�
ば�り��な�。�こ��健康な生活��めに���学生に「体�ここだけ��低��え��くとよ�」と��的に�����くと��ら�����イ��健康な生活��めに���学生に「体�ここだけ��低��え��くとよ�」と��的に�����くと��ら�����イ�健康な生活��めに���学生に「体�ここだけ��低��え��くとよ�」と��的に�����くと��ら�����イ������イ�����イ�
�となる�分��こ���う�。理�や補��方�な�も�り���す。

科学的

92

本校���年間�学習によ����々な�目に�り�めるよう年間��を����る�年間�学習によ����々な�目に�り�めるよう年間��を����る年間�学習によ����々な�目に�り�めるよう年間��を����る��々な�目に�り�めるよう年間��を����る�々な�目に�り�めるよう年間��を����る
Ａ�18�間（マ��ー�を�に���18�間（マッ�運動・�び�運動���45�間（短��・リ�ー・�ード�・�り高�び・�り��び・������18�間（マ��ー�を�に���18�間（マッ�運動・�び�運動���45�間（短��・リ�ー・�ード�・�り高�び・�り��び・�����18�間（マ��ー�を�に���18�間（マッ�運動・�び�運動���45�間（短��・リ�ー・�ード�・�り高�び・�り��び・�����（マ��ー�を�に���18�間（マッ�運動・�び�運動���45�間（短��・リ�ー・�ード�・�り高�び・�り��び・�����マ��ー�を�に���18�間（マッ�運動・�び�運動���45�間（短��・リ�ー・�ード�・�り高�び・�り��び・��������18�間（マッ�運動・�び�運動���45�間（短��・リ�ー・�ード�・�り高�び・�り��び・�������18�間（マッ�運動・�び�運動���45�間（短��・リ�ー・�ード�・�り高�び・�り��び・������18�間（マッ�運動・�び�運動���45�間（短��・リ�ー・�ード�・�り高�び・�り��び・�����18�間（マッ�運動・�び�運動���45�間（短��・リ�ー・�ード�・�り高�び・�り��び・�����（マッ�運動・�び�運動���45�間（短��・リ�ー・�ード�・�り高�び・�り��び・�����マッ�運動・�び�運動���45�間（短��・リ�ー・�ード�・�り高�び・�り��び・��������45�間（短��・リ�ー・�ード�・�り高�び・�り��び・����� ��45�間（短��・リ�ー・�ード�・�り高�び・�り��び・������45�間（短��・リ�ー・�ード�・�り高�び・�り��び・�����45�間（短��・リ�ー・�ード�・�り高�び・�り��び・�����（短��・リ�ー・�ード�・�り高�び・�り��び・�����短��・リ�ー・�ード�・�り高�び・�り��び・������
Ｄ�27�間（�����61�間（��ー・���・��ド・�ッカー・�技�����30�間（��・��・��（�年������間（����������27�間（�����61�間（��ー・���・��ド・�ッカー・�技�����30�間（��・��・��（�年������間（���������27�間（�����61�間（��ー・���・��ド・�ッカー・�技�����30�間（��・��・��（�年������間（���������（�����61�間（��ー・���・��ド・�ッカー・�技�����30�間（��・��・��（�年������間（��������������61�間（��ー・���・��ド・�ッカー・�技�����30�間（��・��・��（�年������間（������������61�間（��ー・���・��ド・�ッカー・�技�����30�間（��・��・��（�年������間（�����������61�間（��ー・���・��ド・�ッカー・�技�����30�間（��・��・��（�年������間（����������61�間（��ー・���・��ド・�ッカー・�技�����30�間（��・��・��（�年������間（���������61�間（��ー・���・��ド・�ッカー・�技�����30�間（��・��・��（�年������間（���������（��ー・���・��ド・�ッカー・�技�����30�間（��・��・��（�年������間（�����������ー・���・��ド・�ッカー・�技�����30�間（��・��・��（�年������間（������������30�間（��・��・��（�年������間（�����������30�間（��・��・��（�年������間（����������30�間（��・��・��（�年������間（���������30�間（��・��・��（�年������間（���������（��・��・��（�年������間（�����������・��・��（�年������間（���������（�年������間（���������年������間（���������������間（�������������間（������������間（�����������間（���������（������������������� 
Ｈ���間��56�間 ���264�間（�年��年間84�間��算����間��56�間 ���264�間（�年��年間84�間��算��間��56�間 ���264�間（�年��年間84�間��算��56�間 ���264�間（�年��年間84�間��算�56�間                                          ���264�間（�年��年間84�間��算�（�年��年間84�間��算�年��年間84�間��算��  
武���������な����年間���を����る。���め��年間�技能や体��高まりを生��身�も�ろ����者も���きる。�����������な����年間���を����る。���め��年間�技能や体��高まりを生��身�も�ろ����者も���きる。����������な����年間���を����る。���め��年間�技能や体��高まりを生��身�も�ろ����者も���きる。��������な����年間���を����る。���め��年間�技能や体��高まりを生��身�も�ろ����者も���きる。�������な����年間���を����る。���め��年間�技能や体��高まりを生��身�も�ろ����者も���きる。�����年間���を����る。���め��年間�技能や体��高まりを生��身�も�ろ����者も���きる。���年間���を����る。���め��年間�技能や体��高まりを生��身�も�ろ����者も���きる。�����年間�技能や体��高まりを生��身�も�ろ����者も���きる。���年間�技能や体��高まりを生��身�も�ろ����者も���きる。������者も���きる。�����者も���きる。���
�技な����れ�れ��目を�学年だけ���する����配当�間も�～10�間程度��る。「�く�く」「�ろ�ろな�目に」�れることをねら�と��れ�れ��目を�学年だけ���する����配当�間も�～10�間程度��る。「�く�く」「�ろ�ろな�目に」�れることをねら�と�れ�れ��目を�学年だけ���する����配当�間も�～10�間程度��る。「�く�く」「�ろ�ろな�目に」�れることをねら�と�学年だけ���する����配当�間も�～10�間程度��る。「�く�く」「�ろ�ろな�目に」�れることをねら�と学年だけ���する����配当�間も�～10�間程度��る。「�く�く」「�ろ�ろな�目に」�れることをねら�と�配当�間も�～10�間程度��る。「�く�く」「�ろ�ろな�目に」�れることをねら�と配当�間も�～10�間程度��る。「�く�く」「�ろ�ろな�目に」�れることをねら�と�～10�間程度��る。「�く�く」「�ろ�ろな�目に」�れることをねら�と～10�間程度��る。「�く�く」「�ろ�ろな�目に」�れることをねら�と
���る���こ�ような年間����������る��これ��生��体�や技能��上�な�な����と�う����な思���る。生��体��こ�ような年間����������る��これ��生��体�や技能��上�な�な����と�う����な思���る。生��体�こ�ような年間����������る��これ��生��体�や技能��上�な�な����と�う����な思���る。生��体��これ��生��体�や技能��上�な�な����と�う����な思���る。生��体�これ��生��体�や技能��上�な�な����と�う����な思���る。生��体��
�・技能を高める年間������う�る�き�を教え���だき��。・技能を高める年間������う�る�き�を教え���だき��。

哲学的

93

��マラ������間�に��校����間�ョギ��をする��を�����学習���領��例��によると����年生��け�（���分間程度����校����間�ョギ��をする��を�����学習���領��例��によると����年生��け�（���分間程度���校����間�ョギ��をする��を�����学習���領��例��によると����年生��け�（���分間程度���学習���領��例��によると����年生��け�（���分間程度��学習���領��例��によると����年生��け�（���分間程度������年生��け�（���分間程度��年生��け�（���分間程度��（���分間程度��分間程度����
��４年生��け�（��４分間程度����６年生��～６分間程度��身運動と�る�め�学年ごとに目�す�間�違うと�う理��������とな�年生��け�（��４分間程度����６年生��～６分間程度��身運動と�る�め�学年ごとに目�す�間�違うと�う理��������とな�（��４分間程度����６年生��～６分間程度��身運動と�る�め�学年ごとに目�す�間�違うと�う理��������とな�分間程度����６年生��～６分間程度��身運動と�る�め�学年ごとに目�す�間�違うと�う理��������とな�����６年生��～６分間程度��身運動と�る�め�学年ごとに目�す�間�違うと�う理��������とな�年生��～６分間程度��身運動と�る�め�学年ごとに目�す�間�違うと�う理��������とな��～６分間程度��身運動と�る�め�学年ごとに目�す�間�違うと�う理��������とな�～６分間程度��身運動と�る�め�学年ごとに目�す�間�違うと�う理��������とな�６分間程度��身運動と�る�め�学年ごとに目�す�間�違うと�う理��������とな�分間程度��身運動と�る�め�学年ごとに目�す�間�違うと�う理��������とな��学年ごとに目�す�間�違うと�う理��������とな�学年ごとに目�す�間�違うと�う理��������とな�������とな������とな�
�こと��る。こ��例�����低ここま��と�う�低ライ�を�すも���る����れともこれ�上�や����けな�と�う�高ライ�を�めす��低ここま��と�う�低ライ�を�すも���る����れともこれ�上�や����けな�と�う�高ライ�を�めす�低ここま��と�う�低ライ�を�すも���る����れともこれ�上�や����けな�と�う�高ライ�を�めす��れともこれ�上�や����けな�と�う�高ライ�を�めす�れともこれ�上�や����けな�と�う�高ライ�を�めす
も���る����くま�も例���り�学校��態に�じ��え���も�な��教え���だき��。��くま�も例���り�学校��態に�じ��え���も�な��教え���だき��。�くま�も例���り�学校��態に�じ��え���も�な��教え���だき��。�学校��態に�じ��え���も�な��教え���だき��。学校��態に�じ��え���も�な��教え���だき��。

哲学的

94 ① 学生��ら高校生ま�を�つ�くくりと��考え���も��に�つ��こ���を学ば�ると�����体育���性を教え���だき��。���も��に�つ��こ���を学ば�ると�����体育���性を教え���だき��。��も��に�つ��こ���を学ば�ると�����体育���性を教え���だき��。��こ���を学ば�ると�����体育���性を教え���だき��。�こ���を学ば�ると�����体育���性を教え���だき��。��を学ば�ると�����体育���性を教え���だき��。�を学ば�ると�����体育���性を教え���だき��。�体育���性を教え���だき��。体育���性を教え���だき��。 哲学的

95 ⑦体育�会を��ような�目�����る��（特に�学校・�技会的なも�な���（特に�学校・�技会的なも�な���特に�学校・�技会的なも�な���� 哲学的

96
���修��につ��
本校�����に分け���を����る。本年度��め������を�当することにな������修��������態��り方につ���ら�め���に分け���を����る。本年度��め������を�当することにな������修��������態��り方につ���ら�め��に分け���を����る。本年度��め������を�当することにな������修��������態��り方につ���ら�め��め������を�当することにな������修��������態��り方につ���ら�め�め������を�当することにな������修��������態��り方につ���ら�め����修��������態��り方につ���ら�め���修��������態��り方につ���ら�め��������態��り方につ���ら�め�������態��り方につ���ら�め
�興�を���。��的に�れくら��������修�����われ��る����後�流れと����な���態�よ����教え���だき��。��後�流れと����な���態�よ����教え���だき��。�後�流れと����な���態�よ����教え���だき��。�教え���だき��。教え���だき��。

哲学的

97 ③���習���にす�きこと。����技能��体��を�まえ��生�����きる�びを�じること��きる���方�や���方��活��方に�技能��体��を�まえ��生�����きる�びを�じること��きる���方�や���方��活��方に技能��体��を�まえ��生�����きる�びを�じること��きる���方�や���方��活��方に�体��を�まえ��生�����きる�びを�じること��きる���方�や���方��活��方に体��を�まえ��生�����きる�びを�じること��きる���方�や���方��活��方に�生�����きる�びを�じること��きる���方�や���方��活��方に生�����きる�びを�じること��きる���方�や���方��活��方に�活��方に活��方に
つ��教え���だき��。 技術的

98 ○���習����効的な����を教え�もら���。　◦人��違�　◦能カ�ベ��違�な�　◦人��違�　◦能カ�ベ��違�な�◦人��違�　◦能カ�ベ��違�な� 技術的

99

学習カードにつ��
��間���や�������だ������������技な�を�学習カードに����ること��生�にも教師にも����り��方���きりと�������だ������������技な�を�学習カードに����ること��生�にも教師にも����り��方���きりと������だ������������技な�を�学習カードに����ること��生�にも教師にも����り��方���きりと�����������技な�を�学習カードに����ること��生�にも教師にも����り��方���きりと����������技な�を�学習カードに����ること��生�にも教師にも����り��方���きりと������技な�を�学習カードに����ること��生�にも教師にも����り��方���きりと�����技な�を�学習カードに����ること��生�にも教師にも����り��方���きりと���技な�を�学習カードに����ること��生�にも教師にも����り��方���きりと��技な�を�学習カードに����ること��生�にも教師にも����り��方���きりと�学習カードに����ること��生�にも教師にも����り��方���きりと学習カードに����ること��生�にも教師にも����り��方���きりと�生�にも教師にも����り��方���きりと生�にも教師にも����り��方���きりと
わ�り��り返りも�やす�。������やす�学習�ードを作���生������をもとに�次������につな�るようなも�に���。���り返りも�やす�。������やす�学習�ードを作���生������をもとに�次������につな�るようなも�に���。��り返りも�やす�。������やす�学習�ードを作���生������をもとに�次������につな�るようなも�に���。��生������をもとに�次������につな�るようなも�に���。�生������をもとに�次������につな�るようなも�に���。��次������につな�るようなも�に���。�次������につな�るようなも�に���。�
�や������だ�を明�にすること��生��学習意欲を高めるうえ�������る。������本校���く��元�学習カードを活用����生��学習意欲を高めるうえ�������る。������本校���く��元�学習カードを活用���生��学習意欲を高めるうえ�������る。������本校���く��元�学習カードを活用����本校���く��元�学習カードを活用���本校���く��元�学習カードを活用���
る。���ように�学習カード�活用�にく��元も�る�����元に�も活用�きるような学習カード���を�����き��。ま��������学習カード�活用�にく��元も�る�����元に�も活用�きるような学習カード���を�����き��。ま�������学習カード�活用�にく��元も�る�����元に�も活用�きるような学習カード���を�����き��。ま�����������元に�も活用�きるような学習カード���を�����き��。ま����������元に�も活用�きるような学習カード���を�����き��。ま������������������
�だ��糸口となるような�考資料を作����き��。

技術的
哲学的

100
学習�ー�につ��
短��間��け��つ���も�����にと��効果��きく�ま�����やす�学習�ー�を作る�めに�これだけ���え��き���イ�����つ���も�����にと��効果��きく�ま�����やす�学習�ー�を作る�めに�これだけ���え��き���イ����つ���も�����にと��効果��きく�ま�����やす�学習�ー�を作る�めに�これだけ���え��き���イ������も�����にと��効果��きく�ま�����やす�学習�ー�を作る�めに�これだけ���え��き���イ�����も�����にと��効果��きく�ま�����やす�学習�ー�を作る�めに�これだけ���え��き���イ����ま�����やす�学習�ー�を作る�めに�これだけ���え��き���イ���ま�����やす�学習�ー�を作る�めに�これだけ���え��き���イ�������やす�学習�ー�を作る�めに�これだけ���え��き���イ������やす�学習�ー�を作る�めに�これだけ���え��き���イ����これだけ���え��き���イ���これだけ���え��き���イ���
ようなも�����ら�り���す。

技術的

101

�����活用方�につ��
学習カード�����を����る���状���するだけにな���ること���。�果や�省��教師�ら��ま�や支援��め��料とな���な��状���するだけにな���ること���。�果や�省��教師�ら��ま�や支援��め��料とな���な�状���するだけにな���ること���。�果や�省��教師�ら��ま�や支援��め��料とな���な�教師�ら��ま�や支援��め��料とな���な教師�ら��ま�や支援��め��料とな���な
�。����技能��支援に�間を�け��る���個々�����をもとに�意欲�思考�技能���をつ���次��支援や�ま�と��活用�きる�個々�����をもとに�意欲�思考�技能���をつ���次��支援や�ま�と��活用�きる個々�����をもとに�意欲�思考�技能���をつ���次��支援や�ま�と��活用�きる�意欲�思考�技能���をつ���次��支援や�ま�と��活用�きる意欲�思考�技能���をつ���次��支援や�ま�と��活用�きる�思考�技能���をつ���次��支援や�ま�と��活用�きる思考�技能���をつ���次��支援や�ま�と��活用�きる�技能���をつ���次��支援や�ま�と��活用�きる技能���をつ���次��支援や�ま�と��活用�きる�次��支援や�ま�と��活用�きる次��支援や�ま�と��活用�きる
ように���。ま��教師���と生�������ほ���すると���生������判断��き�と考える����すれば���だろう�と�じ��教師���と生�������ほ���すると���生������判断��き�と考える����すれば���だろう�と�じ�教師���と生�������ほ���すると���生������判断��き�と考える����すれば���だろう�と�じ����生������判断��き�と考える����すれば���だろう�と�じ���生������判断��き�と考える����すれば���だろう�と�じ�����判断��き�と考える����すれば���だろう�と�じ����判断��き�と考える����すれば���だろう�と�じ����すれば���だろう�と�じ���すれば���だろう�と�じ�
�る。生�に���回��生��や��と�う「����」�������られる。特に○や�な���������������ま�な�め�教師����回��生��や��と�う「����」�������られる。特に○や�な���������������ま�な�め�教師���回��生��や��と�う「����」�������られる。特に○や�な���������������ま�な�め�教師��������ま�な�め�教師�������ま�な�め�教師���教師��教師��
�と��すること���。関心・意欲・態度に関する�已����生������已分���きるよう��を�����。�生������已分���きるよう��を�����。生������已分���きるよう��を�����。

技術的
科学的

102
�ー������������������年��ら�互��を�り�れ�り��ド�イ�カードと�����する�間を�け�り��。�く�間�����������������年��ら�互��を�り�れ�り��ド�イ�カードと�����する�間を�け�り��。�く�間����������������年��ら�互��を�り�れ�り��ド�イ�カードと�����する�間を�け�り��。�く�間�����年��ら�互��を�り�れ�り��ド�イ�カードと�����する�間を�け�り��。�く�間���年��ら�互��を�り�れ�り��ド�イ�カードと�����する�間を�け�り��。�く�間�����ド�イ�カードと�����する�間を�け�り��。�く�間����ド�イ�カードと�����する�間を�け�り��。�く�間���
とともに�����を�め�改�を�え�き�。��も���思�やつま�きを教師�把握する術と��体育（学習��ー��必�と思われる。�ー�を（学習��ー��必�と思われる。�ー�を学習��ー��必�と思われる。�ー�を��ー��必�と思われる。�ー�を�ー��必�と思われる。�ー�を
体育学習に�り�れる�に必��低��目や�ま���ー����につ������。

技術的
哲学的

103 ⑧学習カードに��ような��を���る� 技術的

104 ◦地域杜会と�連携につ���地域���ーツクラ��盛�にな��き��る。地域���ーツクラ�と学校体育���を��ような�����め��けばよ��。 哲学的

105

○T・T��につ��
本校���T・Tによる体育���を����る。T・T���ねら�����も���人ひとり�個性に�じ��人ひとりに�をつけると�うこと。ま��T・Tによる体育���を����る。T・T���ねら�����も���人ひとり�個性に�じ��人ひとりに�をつけると�うこと。ま�T・Tによる体育���を����る。T・T���ねら�����も���人ひとり�個性に�じ��人ひとりに�をつけると�うこと。ま����も���人ひとり�個性に�じ��人ひとりに�をつけると�うこと。ま���も���人ひとり�個性に�じ��人ひとりに�をつけると�うこと。ま���人ひとりに�をつけると�うこと。ま��人ひとりに�をつけると�うこと。ま�
���人ひとりに目を�け�����り�つこと���られる。�����態����型や個�型な����られる。�に�じ����型��う��考え��人ひとりに目を�け�����り�つこと���られる。�����態����型や個�型な����られる。�に�じ����型��う��考え�人ひとりに目を�け�����り�つこと���られる。�����態����型や個�型な����られる。�に�じ����型��う��考え���型や個�型な����られる。�に�じ����型��う��考え��型や個�型な����られる。�に�じ����型��う��考え���型��う��考え��型��う��考え
る必���る。�����状���人��体を�����人��学者���に当����ると�うことも�る。上�に�T・T���効果�上�られ��な��状���人��体を�����人��学者���に当����ると�うことも�る。上�に�T・T���効果�上�られ��な�状���人��体を�����人��学者���に当����ると�うことも�る。上�に�T・T���効果�上�られ��な��人��学者���に当����ると�うことも�る。上�に�T・T���効果�上�られ��な�人��学者���に当����ると�うことも�る。上�に�T・T���効果�上�られ��な�T・T���効果�上�られ��なT・T���効果�上�られ��な
�ようにも�じる。ま��T・T���と�������仕方��る。�関心・意欲・態度を�うとらえる��と�うこと��技能�を�う�る��と�うこ�T・T���と�������仕方��る。�関心・意欲・態度を�うとらえる��と�うこと��技能�を�う�る��と�うこT・T���と�������仕方��る。�関心・意欲・態度を�うとらえる��と�うこと��技能�を�う�る��と�うこ����仕方��る。�関心・意欲・態度を�うとらえる��と�うこと��技能�を�う�る��と�うこ���仕方��る。�関心・意欲・態度を�うとらえる��と�うこと��技能�を�う�る��と�うこ��技能�を�う�る��と�うこ�技能�を�う�る��と�うこ
と��る。�れを�う�通�目��る���う�を持��る���え��く���れを考え��く必���ると�じ��る。�う�う観��ら�「T・T���う�を持��る���え��く���れを考え��く必���ると�じ��る。�う�う観��ら�「T・T��う�を持��る���え��く���れを考え��く必���ると�じ��る。�う�う観��ら�「T・T���え��く���れを考え��く必���ると�じ��る。�う�う観��ら�「T・T��え��く���れを考え��く必���ると�じ��る。�う�う観��ら�「T・T���れを考え��く必���ると�じ��る。�う�う観��ら�「T・T��れを考え��く必���ると�じ��る。�う�う観��ら�「T・T��「T・T�「T・T�
���り方」につ��教え���だければと思う。

哲学的

106 �ー�や��ープを編�する�に��目によ����ような編��仕方をするとよ����う�。ま��うまく��な��ー�や����きな���もに��目によ����ような編��仕方をするとよ����う�。ま��うまく��な��ー�や����きな���もに�目によ����ような編��仕方をするとよ����う�。ま��うまく��な��ー�や����きな���もに�うまく��な��ー�や����きな���もにうまく��な��ー�や����きな���もに����きな���もに���きな���もに
対する支援��り方���考になる方�����ら教え���だき���す。��考になる方�����ら教え���だき���す。�考になる方�����ら教え���だき���す。 技術的

107
①マッ�運動���な児童����方���り��。
◦後転��きな�児童����方�・����きな�児童����方�
◦肥����児童��対�（��ば��も�きな�児童�（��ば��も�きな�児童���ば��も�きな�児童��

科学的

108

○�������り方につ��
本校���６����ら�����に当�る。���な��関係も�り��年こ����ら��る。�らに��年��間����に�����終わり（夏�６����ら�����に当�る。���な��関係も�り��年こ����ら��る。�らに��年��間����に�����終わり（夏����ら�����に当�る。���な��関係も�り��年こ����ら��る。�らに��年��間����に�����終わり（夏��年こ����ら��る。�らに��年��間����に�����終わり（夏�年こ����ら��る。�らに��年��間����に�����終わり（夏��年��間����に�����終わり（夏�年��間����に�����終わり（夏���終わり（夏�終わり（夏（夏夏
�����ま�を考えると����間に��る���～６�間��る。これ���十分な����きな�と�じる。����めに��を����るような�ま�を考えると����間に��る���～６�間��る。これ���十分な����きな�と�じる。����めに��を����るようなま�を考えると����間に��る���～６�間��る。これ���十分な����きな�と�じる。����めに��を����るような�～６�間��る。これ���十分な����きな�と�じる。����めに��を����るような～６�間��る。これ���十分な����きな�と�じる。����めに��を����るような６�間��る。これ���十分な����きな�と�じる。����めに��を����るような�間��る。これ���十分な����きな�と�じる。����めに��を����るような�十分な����きな�と�じる。����めに��を����るような十分な����きな�と�じる。����めに��を����るような
も���る。こ��間�����れだけ�生����を�ば�������を�出������に疑問�残る。改��と����年間����間を��的��れだけ�生����を�ば�������を�出������に疑問�残る。改��と����年間����間を��的�れだけ�生����を�ば�������を�出������に疑問�残る。改��と����年間����間を��的����を�出������に疑問�残る。改��と����年間����間を��的���を�出������に疑問�残る。改��と����年間����間を��的���に疑問�残る。改��と����年間����間を��的��に疑問�残る。改��と����年間����間を��的�年間����間を��的年間����間を��的
に��込�こと。�らに�短��間���も�効果的な��を�ること���られる。果����こ��間��効果的な���と����な方��考えら�短��間���も�効果的な��を�ること���られる。果����こ��間��効果的な���と����な方��考えら短��間���も�効果的な��を�ること���られる。果����こ��間��効果的な���と����な方��考えら�効果的な��を�ること���られる。果����こ��間��効果的な���と����な方��考えら効果的な��を�ること���られる。果����こ��間��効果的な���と����な方��考えら�こ��間��効果的な���と����な方��考えらこ��間��効果的な���と����な方��考えら
れる��。

科学的
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○�������り��方と��につ��
◦タイ��測�����
◦�クー���になることを嫌����に���きな�生�
◦生�も�ぶ��効的な技術��（とに�く�質�につ����る�間��な����効的な技術��（とに�く�質�につ����る�間��な���効的な技術��（とに�く�質�につ����る�間��な��（とに�く�質�につ����る�間��な��とに�く�質�につ����る�間��な���

技術的

110

2�����につ�������につ������につ��
������クラ��同�57人�����る。学年57人�50��上��る児童（イ�カコー���14人�25��上50���（イ�カコー���10人��クラ��同�57人�����る。学年57人�50��上��る児童（イ�カコー���14人�25��上50���（イ�カコー���10人�クラ��同�57人�����る。学年57人�50��上��る児童（イ�カコー���14人�25��上50���（イ�カコー���10人�（イ�カコー���14人�25��上50���（イ�カコー���10人�イ�カコー���14人�25��上50���（イ�カコー���10人���14人�25��上50���（イ�カコー���10人��14人�25��上50���（イ�カコー���10人��25��上50���（イ�カコー���10人�25��上50���（イ�カコー���10人�（イ�カコー���10人�イ�カコー���10人���10人��10人��
10��上25���（マ��ウコー���20人�10���（カ�コー��13人��る。イ�カコー��ほと����イ���に通���る�������（マ��ウコー���20人�10���（カ�コー��13人��る。イ�カコー��ほと����イ���に通���る�������マ��ウコー���20人�10���（カ�コー��13人��る。イ�カコー��ほと����イ���に通���る���������20人�10���（カ�コー��13人��る。イ�カコー��ほと����イ���に通���る��������20人�10���（カ�コー��13人��る。イ�カコー��ほと����イ���に通���る��������10���（カ�コー��13人��る。イ�カコー��ほと����イ���に通���る�������10���（カ�コー��13人��る。イ�カコー��ほと����イ���に通���る�������（カ�コー��13人��る。イ�カコー��ほと����イ���に通���る�������カ�コー��13人��る。イ�カコー��ほと����イ���に通���る��������13人��る。イ�カコー��ほと����イ���に通���る�������13人��る。イ�カコー��ほと����イ���に通���る����������������
����を�ける�め�����を����る。�任�名�マ��ウコー�とカ�コー�を�れ�れ���な�らイ�カコー�を���る。マ��ウコー�����を����る。�任�名�マ��ウコー�とカ�コー�を�れ�れ���な�らイ�カコー�を���る。マ��ウコー����を����る。�任�名�マ��ウコー�とカ�コー�を�れ�れ���な�らイ�カコー�を���る。マ��ウコー�名�マ��ウコー�とカ�コー�を�れ�れ���な�らイ�カコー�を���る。マ��ウコー名�マ��ウコー�とカ�コー�を�れ�れ���な�らイ�カコー�を���る。マ��ウコー
���ク�ー������うまくな��25���るようになり��と�う目標��る�め����仕方を��的に�����る。間��カ�コー����ク�ー������うまくな��25���るようになり��と�う目標��る�め����仕方を��的に�����る。間��カ�コー���ク�ー������うまくな��25���るようになり��と�う目標��る�め����仕方を��的に�����る。間��カ�コー���
る。�年生ま��小プー����方�������め����������な�児童�����な��怖心�ら��な�な����な�。�に�を�けら�年生ま��小プー����方�������め����������な�児童�����な��怖心�ら��な�な����な�。�に�を�けら年生ま��小プー����方�������め����������な�児童�����な��怖心�ら��な�な����な�。�に�を�けら����������な�児童�����な��怖心�ら��な�な����な�。�に�を�けら��������な�児童�����な��怖心�ら��な�な����な�。�に�を�けら�な�な����な�。�に�を�けらな�な����な�。�に�を�けら
れな�児童�名�特に怖�り��を上��まま�ごうと���る。こ�ように����きも�きな�児童�ら��タ��10���る児童な�能����き�名�特に怖�り��を上��まま�ごうと���る。こ�ように����きも�きな�児童�ら��タ��10���る児童な�能����き名�特に怖�り��を上��まま�ごうと���る。こ�ように����きも�きな�児童�ら��タ��10���る児童な�能����き��を上��まま�ごうと���る。こ�ように����きも�きな�児童�ら��タ��10���る児童な�能����き�を上��まま�ごうと���る。こ�ように����きも�きな�児童�ら��タ��10���る児童な�能����き����きも�きな�児童�ら��タ��10���る児童な�能����き���きも�きな�児童�ら��タ��10���る児童な�能����き��タ��10���る児童な�能����き�タ��10���る児童な�能����き
�。�慣れ�ら10�程度��る児童ま��13人を�人���する���効果的な���を教え���だき��。

科学的

111 ②�����な児童����方���り��。◦�に�怖心をも���る児童����方�・����うまく�きな�児童����方� 科学的

112
���（����に�ける「��り�」���方���（����に�ける「��り�」���方�（����に�ける「��り�」���方�����に�ける「��り�」���方��に�ける「��り�」���方�に�ける「��り�」���方� 
�����遣�に�筋��も�ろ�調�カ（��性・��性��必�にな��くるな�な�な���すること����技能��つ��る。�ま�まな�り（��性・��性��必�にな��くるな�な�な���すること����技能��つ��る。�ま�まな�り��性・��性��必�にな��くるな�な�な���すること����技能��つ��る。�ま�まな�り��必�にな��くるな�な�な���すること����技能��つ��る。�ま�まな�り�必�にな��くるな�な�な���すること����技能��つ��る。�ま�まな�り
��を��る����きる����なり低����状��る。

科学的

113 ④��������（短��間����う�����る���（短��間����う�����る���短��間����う�����る���� 技術的
科学的

114 ○「体ほ��」�具体的��例��効的運動方�な�を教え�もら���。��効的運動方�な�を教え�もら���。�効的運動方�な�を教え�もら���。
◦���め�5分～10分程度�も�

技術的
科学的

115 ○陸上�技�められ��間��技能を高め��る�����。特に��り方�身につ���な�生�を��ように��すれば����教え���だき��。�技能を高め��る�����。特に��り方�身につ���な�生�を��ように��すれば����教え���だき��。技能を高め��る�����。特に��り方�身につ���な�生�を��ように��すれば����教え���だき��。��り方�身につ���な�生�を��ように��すれば����教え���だき��。�り方�身につ���な�生�を��ように��すれば����教え���だき��。 科学的

116 ○������め������きる�効的な��ー���方��������きる�効的な��ー���方�������きる�効的な��ー���方���� 科学的

117
③鉄棒���な児童����方���り��。
◦逆上�り��きな�児童����方�
◦肥����児童��対�（��ば��も�きな�児童�（��ば��も�きな�児童���ば��も�きな�児童��

科学的

118 ○����（�・�年生���間��持�方につ��。（�・�年生���間��持�方につ��。・�年生���間��持�方につ��。�年生���間��持�方につ��。年生���間��持�方につ��。��間��持�方につ��。�間��持�方につ��。��持�方につ��。�持�方につ��。
◦������・�ド�����イ�ディ�カ������フ��ー�����ィ�ッ�な�をや���る���クリ�ー�ョ�的����なり��。���・�ド�����イ�ディ�カ������フ��ー�����ィ�ッ�な�をや���る���クリ�ー�ョ�的����なり��。��・�ド�����イ�ディ�カ������フ��ー�����ィ�ッ�な�をや���る���クリ�ー�ョ�的����なり��。�イ�ディ�カ������フ��ー�����ィ�ッ�な�をや���る���クリ�ー�ョ�的����なり��。イ�ディ�カ������フ��ー�����ィ�ッ�な�をや���る���クリ�ー�ョ�的����なり��。������フ��ー�����ィ�ッ�な�をや���る���クリ�ー�ョ�的����なり��。�����フ��ー�����ィ�ッ�な�をや���る���クリ�ー�ョ�的����なり��。��フ��ー�����ィ�ッ�な�をや���る���クリ�ー�ョ�的����なり��。�フ��ー�����ィ�ッ�な�をや���る���クリ�ー�ョ�的����なり��。����ィ�ッ�な�をや���る���クリ�ー�ョ�的����なり��。���ィ�ッ�な�をや���る���クリ�ー�ョ�的����なり��。��クリ�ー�ョ�的����なり��。�クリ�ー�ョ�的����なり��。

技術的
科学的

119

��体育���を�う上��疑問に思���ること�体育���を�う上��疑問に思���ること体育���を�う上��疑問に思���ること�疑問に思���ること疑問に思���ること
������領にな���ら��技��元��「�ー����や���能�に��������を目�����ー�を����り作戦を���り���習��技��元��「�ー����や���能�に��������を目�����ー�を����り作戦を���り���習�技��元��「�ー����や���能�に��������を目�����ー�を����り作戦を���り���習�「�ー����や���能�に��������を目�����ー�を����り作戦を���り���習「�ー����や���能�に��������を目�����ー�を����り作戦を���り���習��ー�を����り作戦を���り���習�ー�を����り作戦を���り���習
�仕方や�ー��仕方を��すること��きるようにする」と�る。�め���（ねら����ら��ー�を����くように���にも��れ��る�（ねら����ら��ー�を����くように���にも��れ��る�ねら����ら��ー�を����くように���にも��れ��る����ら��ー�を����くように���にも��れ��る��ら��ー�を����くように���にも��れ��る���ー�を����くように���にも��れ��る��ー�を����くように���にも��れ��る�
���う���く�きだろう。��－�ー��ように�人�を�なく���ド�����ネツ�な�を用�パ��ー�を����くような�目も�る���人�を�なく���ド�����ネツ�な�を用�パ��ー�を����くような�目も�る��人�を�なく���ド�����ネツ�な�を用�パ��ー�を����くような�目も�る����ド�����ネツ�な�を用�パ��ー�を����くような�目も�る���ド�����ネツ�な�を用�パ��ー�を����くような�目も�る���
�フ��ー��ように��る程度�礎技能を�習���ら出な�と�な�な��ー�に����けな��目も�る���な��。��る程度�礎技能を�習���ら出な�と�な�な��ー�に����けな��目も�る���な��。�る程度�礎技能を�習���ら出な�と�な�な��ー�に����けな��目も�る���な��。�な�な��ー�に����けな��目も�る���な��。な�な��ー�に����けな��目も�る���な��。

科学的

120 ③�フ���������め方（��・ラ�ッ�・�ー�����（な�な�上��な��（��・ラ�ッ�・�ー�����（な�な�上��な����・ラ�ッ�・�ー�����（な�な�上��な���（な�な�上��な��な�な�上��な��� 科学的

121 ○�学者�����。◦�だ���るだけ�なく��な�らも�����る�を�じ����。��な�らも�����る�を�じ����。�な�らも�����る�を�じ����。 技術的

122

��学者����につ���学者����につ��
体育���を�学する生�に��天的な障害や後天的（��的�な病�や��な��理���る。��れ���も�学者カードや�能な範囲������（��的�な病�や��な��理���る。��れ���も�学者カードや�能な範囲��������的�な病�や��な��理���る。��れ���も�学者カードや�能な範囲�������な病�や��な��理���る。��れ���も�学者カードや�能な範囲������な病�や��な��理���る。��れ���も�学者カードや�能な範囲������
���を��（関心・意欲・態度�思考・判断���・理���対�と��対����る��技能�観�������能��り�技能�観������き（関心・意欲・態度�思考・判断���・理���対�と��対����る��技能�観�������能��り�技能�観������き関心・意欲・態度�思考・判断���・理���対�と��対����る��技能�観�������能��り�技能�観������き�思考・判断���・理���対�と��対����る��技能�観�������能��り�技能�観������き思考・判断���・理���対�と��対����る��技能�観�������能��り�技能�観������き���・理���対�と��対����る��技能�観�������能��り�技能�観������き��・理���対�と��対����る��技能�観�������能��り�技能�観������き��対�と��対����る��技能�観�������能��り�技能�観������き�対�と��対����る��技能�観�������能��り�技能�観������き�技能�観�������能��り�技能�観������き技能�観�������能��り�技能�観������き�技能�観������き技能�観������き
��健体育科�����低くな���まう��に�る。仕方�な�と�えば�れま�だ����よ�方��な��と思う。���よ�方��な��と思う。��よ�方��な��と思う。

哲学的

123 ⑤�学者に対する��（��な�を�え��る��（��な�を�え��る����な�を�え��る��� 技術的

124

1�個に�じ���につ��本年度��４年生（��18人��10人�を�任���る。���������体を動�すこと��きな児童���。�����個に�じ���につ��本年度��４年生（��18人��10人�を�任���る。���������体を動�すこと��きな児童���。����個に�じ���につ��本年度��４年生（��18人��10人�を�任���る。���������体を動�すこと��きな児童���。�����４年生（��18人��10人�を�任���る。���������体を動�すこと��きな児童���。����年生（��18人��10人�を�任���る。���������体を動�すこと��きな児童���。����（��18人��10人�を�任���る。���������体を動�すこと��きな児童���。������18人��10人�を�任���る。���������体を動�すこと��きな児童���。�����を�任���る。���������体を動�すこと��きな児童���。����を�任���る。���������体を動�すこと��きな児童���。�����体を動�すこと��きな児童���。����体を動�すこと��きな児童���。�����
個人���きくマッ�運動に������転を上�に�きる�（�人��を上�ること��きる�（13人���りなら�きる�（�人������く����転を上�に�きる�（�人��を上�ること��きる�（13人���りなら�きる�（�人������く���転を上�に�きる�（�人��を上�ること��きる�（13人���りなら�きる�（�人������く��（�人��を上�ること��きる�（13人���りなら�きる�（�人������く��人��を上�ること��きる�（13人���りなら�きる�（�人������く����を上�ること��きる�（13人���りなら�きる�（�人������く���を上�ること��きる�（13人���りなら�きる�（�人������く��（13人���りなら�きる�（�人������く��13人���りなら�きる�（�人������く�����りなら�きる�（�人������く����りなら�きる�（�人������く��（�人������く��人������く��������く�������く��
����きな��（�人�な��々��る。ま�����に�発�障害��児��る。こ�児童��運動�きだ��マッ���������になると��（�人�な��々��る。ま�����に�発�障害��児��る。こ�児童��運動�きだ��マッ���������になると��人�な��々��る。ま�����に�発�障害��児��る。こ�児童��運動�きだ��マッ���������になると���な��々��る。ま�����に�発�障害��児��る。こ�児童��運動�きだ��マッ���������になると��な��々��る。ま�����に�発�障害��児��る。こ�児童��運動�きだ��マッ���������になると������に�発�障害��児��る。こ�児童��運動�きだ��マッ���������になると�����に�発�障害��児��る。こ�児童��運動�きだ��マッ���������になると���運動�きだ��マッ���������になると��運動�きだ��マッ���������になると���マッ���������になると��マッ���������になると��
�にも�りこ��出�こな�。�う���児童��る��個に�じな�ら�人��斉��するに��う��ら���だろう�。児童�互�教え�う����個に�じな�ら�人��斉��するに��う��ら���だろう�。児童�互�教え�う���個に�じな�ら�人��斉��するに��う��ら���だろう�。児童�互�教え�う���
���れば���だ��４年生��まだ���ね��な��めに�理��る。�４年生��まだ���ね��な��めに�理��る。年生��まだ���ね��な��めに�理��る。

技術的
科学的

125

○�備運動につ��
本���備運動���①身体を�める（ウォー��ップ�②関��よび��筋�を�ら�くする（���ッ�と�う�つ����必���欠となる��ろ��備運動���①身体を�める（ウォー��ップ�②関��よび��筋�を�ら�くする（���ッ�と�う�つ����必���欠となる��ろ�備運動���①身体を�める（ウォー��ップ�②関��よび��筋�を�ら�くする（���ッ�と�う�つ����必���欠となる��ろ�①身体を�める（ウォー��ップ�②関��よび��筋�を�ら�くする（���ッ�と�う�つ����必���欠となる��ろ①身体を�める（ウォー��ップ�②関��よび��筋�を�ら�くする（���ッ�と�う�つ����必���欠となる��ろ（ウォー��ップ�②関��よび��筋�を�ら�くする（���ッ�と�う�つ����必���欠となる��ろウォー��ップ�②関��よび��筋�を�ら�くする（���ッ�と�う�つ����必���欠となる��ろ�②関��よび��筋�を�ら�くする（���ッ�と�う�つ����必���欠となる��ろ②関��よび��筋�を�ら�くする（���ッ�と�う�つ����必���欠となる��ろ�筋�を�ら�くする（���ッ�と�う�つ����必���欠となる��ろ筋�を�ら�くする（���ッ�と�う�つ����必���欠となる��ろ（���ッ�と�う�つ����必���欠となる��ろ���ッ�と�う�つ����必���欠となる��ろ�つ����必���欠となる��ろつ����必���欠となる��ろ
う。なぜなら�①と②�����め�け��予�や運動を始める�備��う�ら��り�こ���を��に��え��備運動を�発すればよ�と考えられ�①と②�����め�け��予�や運動を始める�備��う�ら��り�こ���を��に��え��備運動を�発すればよ�と考えられ①と②�����め�け��予�や運動を始める�備��う�ら��り�こ���を��に��え��備運動を�発すればよ�と考えられ�こ���を��に��え��備運動を�発すればよ�と考えられこ���を��に��え��備運動を�発すればよ�と考えられ��を��に��え��備運動を�発すればよ�と考えられ�を��に��え��備運動を�発すればよ�と考えられ
る。����ここ�間�になる���間��る。�分�身���ーツ��技者�も�ること�ら��習や����体�状態を思������ると�低15～�ここ�間�になる���間��る。�分�身���ーツ��技者�も�ること�ら��習や����体�状態を思������ると�低15～ここ�間�になる���間��る。�分�身���ーツ��技者�も�ること�ら��習や����体�状態を思������ると�低15～��習や����体�状態を思������ると�低15～�習や����体�状態を思������ると�低15～
20分��備運動�必�だと�じ��る。�������間�50分と�う短��間に���れ��り�本格的な�備運動を���������イ�となる����間�50分と�う短��間に���れ��り�本格的な�備運動を���������イ�となる���間�50分と�う短��間に���れ��り�本格的な�備運動を���������イ�となる�本格的な�備運動を���������イ�となる本格的な�備運動を���������イ�となる��イ�となる�イ�となる
教�����十分に�り�めな�状�となる。�こ��上��①�②と併���③短�間（��分���きるも�④�������生��当��も��に�上��①�②と併���③短�間（��分���きるも�④�������生��当��も��に上��①�②と併���③短�間（��分���きるも�④�������生��当��も��に�②と併���③短�間（��分���きるも�④�������生��当��も��に②と併���③短�間（��分���きるも�④�������生��当��も��に�③短�間（��分���きるも�④�������生��当��も��に③短�間（��分���きるも�④�������生��当��も��に（��分���きるも�④�������生��当��も��に��分���きるも�④�������生��当��も��に�分���きるも�④�������生��当��も��に分���きるも�④�������生��当��も��に���きるも�④�������生��当��も��に��きるも�④�������生��当��も��に����生��当��も��に���生��当��も��に
����き�生���も��に�り�めるも�と�う2�につ��も欠くこと��きな���と��考えられる。これら�４つ���を��す�備運動��生���も��に�り�めるも�と�う2�につ��も欠くこと��きな���と��考えられる。これら�４つ���を��す�備運動�生���も��に�り�めるも�と�う2�につ��も欠くこと��きな���と��考えられる。これら�４つ���を��す�備運動��４つ���を��す�備運動�つ���を��す�備運動�
�れば��り��と�く思���る。��り��と�く思���る。�り��と�く思���る。

科学的

126

○体�低�につ��
�れな�・投�られな�・��な�。��な��も��え�き��る。��ーツ���を���も����上�らな�。投�方やとび方な�を教え��習����上�らな�。投�方やとび方な�を教え��習���上�らな�。投�方やとび方な�を教え��習
��も��まり�わらな�。�����ら「体ほ��・体つくり」�叫ばれ�����り����る。����体ほ���運動��え��きな��も���まり�わらな�。�����ら「体ほ��・体つくり」�叫ばれ�����り����る。����体ほ���運動��え��きな��も��まり�わらな�。�����ら「体ほ��・体つくり」�叫ばれ�����り����る。����体ほ���運動��え��きな��も���り����る。����体ほ���運動��え��きな��も��り����る。����体ほ���運動��え��きな��も��体ほ���運動��え��きな��も�体ほ���運動��え��きな��も���きな��も��きな��も�
�。友�とペ�を������ッ�����を�わ����を持�上�る��支えきれ�に��を�と���ま��り��ラ��をく�����に�れ����を�わ����を持�上�る��支えきれ�に��を�と���ま��り��ラ��をく�����に�れ���を�わ����を持�上�る��支えきれ�に��を�と���ま��り��ラ��をく�����に�れ��支えきれ�に��を�と���ま��り��ラ��をく�����に�れ�支えきれ�に��を�と���ま��り��ラ��をく�����に�れ���ラ��をく�����に�れ��ラ��をく�����に�れ�
�ま��り�支持��り�ラ��をと��りすること��くな���る。�礎的な体�や体��ラ��をとる��体�低����る���も�とも�と��支持��り�ラ��をと��りすること��くな���る。�礎的な体�や体��ラ��をとる��体�低����る���も�とも�と�支持��り�ラ��をと��りすること��くな���る。�礎的な体�や体��ラ��をとる��体�低����る���も�とも�と��も�とも�と�も�とも�と�
礎的なこと�ら�えな�と技能�上��めな���な。

科学的

127

◦体��上につ��
昭和60年�体カ����結果�ピーク��り���後�児童・生��体�低��間�にな��久��。�������方�運動��意な児童・生��専門���後�児童・生��体�低��間�にな��久��。�������方�運動��意な児童・生��専門��後�児童・生��体�低��間�にな��久��。�������方�運動��意な児童・生��専門�児童・生��体�低��間�にな��久��。�������方�運動��意な児童・生��専門児童・生��体�低��間�にな��久��。�������方�運動��意な児童・生��専門����方�運動��意な児童・生��専門���方�運動��意な児童・生��専門
的な技能を��的に身に�け��う�な�児童・生��ほと��運動を�な�と�う運動��������と思われる。�教科体育と������児童・��う�な�児童・生��ほと��運動を�な�と�う運動��������と思われる。�教科体育と������児童・�う�な�児童・生��ほと��運動を�な�と�う運動��������と思われる。�教科体育と������児童・
生�を対�に����に�り�めばよ��。

哲学的

128

○体育��具
�ュー��ーツに�り�ま���と思��も��具�な�と始められな�も�も�る。他にも�陸上��習�器具�こわれ�り��もす�に��えな�。��具�な�と始められな�も�も�る。他にも�陸上��習�器具�こわれ�り��もす�に��えな�。�具�な�と始められな�も�も�る。他にも�陸上��習�器具�こわれ�り��もす�に��えな�。�陸上��習�器具�こわれ�り��もす�に��えな�。陸上��習�器具�こわれ�り��もす�に��えな�。
体育�備品��段も高���す�に購�と�うわけに���な�。古く�ら�るも������劣����く�な�な���く�きな�。�金��りな�
�だな。���方に�よく��もら���る���る同��人�「体育教師�����なこと��予算を�れだけ�くとれる�だ。」と�������ま��る同��人�「体育教師�����なこと��予算を�れだけ�くとれる�だ。」と�������ま�る同��人�「体育教師�����なこと��予算を�れだけ�くとれる�だ。」と�������ま�予算を�れだけ�くとれる�だ。」と�������ま予算を�れだけ�くとれる�だ。」と�������ま�まま
�に�����身に��る。�年度���ー�も予備��をつき�マッ�も�び�も�ろ�ろ。�ード����会�����も�を��タ����る����ー�も予備��をつき�マッ�も�び�も�ろ�ろ。�ード����会�����も�を��タ����る���ー�も予備��をつき�マッ�も�び�も�ろ�ろ。�ード����会�����も�を��タ����る���マッ�も�び�も�ろ�ろ。�ード����会�����も�を��タ����る��マッ�も�び�も�ろ�ろ。�ード����会�����も�を��タ����る��
だ。器具をよくすると��も�も��肢���る�だろうな。

技術的

129 ①����と運動��両� 技術的

130

○��を教えるだけ�「�健」���改�策
◦�聴覚機器��効活用方�ま��教��ま��教�ま��教�
◦イ�ターネﾂ�を使������方�
◦��に生��興�を引き出す�教���教��教���

技術的

131 ⑥生�用�帽���る��（特に夏�（特に夏�特に夏�� 技術的

132

◦������ッ���備運動�方�につ����備運動�方�につ���備運動�方�につ��
�－��ラリ��教育����や�な��関�を回す運動や��を����状態���をする���ッ�な��関�や�を痛める��性�高�と�うこと��や�な��関�を回す運動や��を����状態���をする���ッ�な��関�や�を痛める��性�高�と�うこと�や�な��関�を回す運動や��を����状態���をする���ッ�な��関�や�を痛める��性�高�と�うこと��を����状態���をする���ッ�な��関�や�を痛める��性�高�と�うこと�を����状態���をする���ッ�な��関�や�を痛める��性�高�と�うこと
�避けられ��るら��と���。（��な����な�。�私�������う���び���性や�運動���分補�����を�ら�に��。�ら�（��な����な�。�私�������う���び���性や�運動���分補�����を�ら�に��。�ら���な����な�。�私�������う���び���性や�運動���分補�����を�ら�に��。�ら��私�������う���び���性や�運動���分補�����を�ら�に��。�ら�私�������う���び���性や�運動���分補�����を�ら�に��。�ら��う���び���性や�運動���分補�����を�ら�に��。�ら�う���び���性や�運動���分補�����を�ら�に��。�ら��運動���分補�����を�ら�に��。�ら�運動���分補�����を�ら�に��。�ら�
にや���ること��間���る運動����ら教え���だき��。�間���る運動����ら教え���だき��。間���る運動����ら教え���だき��。

科学的

133 ②雨���体育を�う���る�（��的に雨�体育を����る��（��的に雨�体育を����る����的に雨�体育を����る��� 技術的

134 ⑩��ような技能���を����る��（��・��・���・��ド�ー�な��（��・��・���・��ド�ー�な����・��・���・��ド�ー�な��� 技術的

森：保健体育10年経験者研修の課題について


